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　エコーセンターで、３月１日に中国、台湾、スリランカの方々を招き、異文化を体験・学習する
「世界を旅しよう！～網走で外国を体験～」が行われました。
　子どもたちは、それぞれの国の文化や風習の違いについて、興味深く耳を傾けていました。



■
市
政
を
取
り
巻
く
環
境

　政
府
は
、
令
和
７
年
度
予
算
は
令
和
６
年
度

補
正
予
算
と
一
体
と
し
て
、
「
賃
上
げ
と
投
資

が
牽
引
す
る
成
長
型
経
済
」
へ
移
行
す
る
た
め

の
予
算
と
位
置
づ
け
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃

金
上
昇
の
普
及
・
定
着
、
地
方
創
生
２
・
０
の

起
動
、
官
民
連
携
に
よ
る
投
資
の
拡
大
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
、
充
実
し
た
少
子

化
・
こ
ど
も
政
策
の
着
実
な
実
施
な
ど
、
メ
リ

ハ
リ
の
効
い
た
予
算
を
通
じ
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
の
移
行
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
４
」
で
は
、
引
き
続
き
経
済
・
財
政

一
体
改
革
を
推
進
す
る
が
、
「
重
要
な
政
策
の

選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
、
「
経
済
あ
っ
て
の
財
政
」
の
考
え

方
の
下
、
生
産
性
向
上
、
労
働
参
加
拡
大
、
出

生
率
の
向
上
を
通
じ
て
潜
在
成
長
率
を
高
め
る

と
し
て
い
ま
す
。

　国
の
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
過
去

最
大
の
規
模
と
な
る
１
１
５
兆
５
４
１
５
億
円

と
な
り
、
税
収
も
過
去
最
高
の
78
兆
４
４
０
０

億
円
と
、
前
年
度
当
初
よ
り
、
約
８
兆
８
３
２

０
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
公
債
依
存
度
は
24
・
８
％
と
改
善
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
債
務
残
高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

１
・
８
倍
と
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、

国
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

■
当
市
の
財
政
状
況

　当
市
の
財
政
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
財
政
の
健
全
度
を
示

す
財
政
指
標
は
改
善
基
調
に
あ
り
、
ま
た
、
ふ

る
さ
と
寄
附
の
支
え
に
よ
り
、
一
定
の
基
金
残

高
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　歳
入
は
、
賃
上
げ
に
よ
る
所
得
増
を
受
け
、

税
収
増
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　一
方
、
歳
出
で
は
、
物
価
高
に
よ
り
全
体
的

に
経
費
が
増
加
す
る
中
、
子
育
て
支
援
の
充
実

や
地
域
の
活
性
化
、
地
域
医
療
や
地
域
公
共
交

通
の
維
持
・
確
保
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施

設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
財
政
規
律
も
保
ち
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２
７

５
億
７
７
２
２
万
５
千
円
で
、
対
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
７
億
６
５
１
５
万
４
千
円
、
２
・
７
％

の
減
、
６
つ
の
特
別
会
計
は
総
額
で
94
億
７
１

６
７
万
２
千
円
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
１
億

６
１
８
万
４
千
円
、
１
・
１
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
公
営
企
業
会
計
は
３
つ
の
事
業
会
計

の
総
額
で
49
億
５
３
２
３
万
３
千
円
、
対
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
９
１
８
６
万
２
千
円
、
１
・

８
％
の
減
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　令
和
７
年
度
は
、
地
域
医
療
や
地
域
公
共
交

通
の
維
持
確
保
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
人
材

の
確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
総
合
計

画
を
基
本
と
し
て
５
つ
の
観
点
か
ら
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ひ
と
に
や
さ
し
く
、

　
　
　ひ
と
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　１
つ
目
は
「
ひ
と
に
や
さ
し
く
、
ひ
と
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　地
域
医
療
で
は
、
通
院
困
難
者
や
医
師
の
負

担
軽
減
を
図
る
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ
い
て
、
参

画
医
療
機
関
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
救
急
医
療
体
制
の
維
持
と
開
業
医

の
誘
致
に
努
め
、
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　ま
た
、
従
前
の
「
あ
ば
し
り
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
」
は
「
あ
ば
し
り
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
に
改
め
、

参
加
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
自
身
に
よ
る
健
康
状
態

の
把
握
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
る
ほ
か
、
引
き

続
き
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
、
妊
婦
と
産
後
の

母
子
に
対
す
る
支
援
、
健
康
診
査
を
実
施
し
、

市
民
の
健
康
維
持
に
努
め
ま
す
。

　50
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
し
て
い

る
帯
状
疱
疹
は
、
定
期
接
種
化
に
伴
い
接
種
費

用
の
助
成
を
拡
大
し
、
接
種
の
勧
奨
に
努
め
ま

す
。　老

朽
化
が
進
む
網
走
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、旧
道
立
高
等
看
護
学
院
へ
の
移
転
に
向
け
、

施
設
改
修
の
基
本
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　子
育
て
環
境
で
は
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
移
転
に
よ
る
環
境
の
改
善
に
加
え
、
感

覚
統
合
室
を
新
設
し
、
療
育
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　ま
た
、
新
た
に
、
盲
学
校
と
連
携
し
た
視
覚

に
関
す
る
相
談
体
制
を
構
築
し
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
、
小
中
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
等
の

給
食
費
の
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

　人
材
の
確
保
で
は
、
看
護
師
、
介
護
従
事
者
、

障
が
い
福
祉
従
事
者
の
復
職
に
向
け
た
支
援
に

加
え
、
新
た
に
、
保
育
士
へ
も
復
職
支
援
金
を

給
付
し
ま
す
。

　学
校
生
活
で
は
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
寄

り
添
っ
た
適
切
な
対
応
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
解
決
困
難
な
課
題
に
対
し
て
各
分

野
の
専
門
家
が
組
織
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
た
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

配
置
す
る
ほ
か
、
特
別
教
室
へ
電
子
黒
板
を
整

備
し
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
が
、

網
走
の
歴
史
や
文
化
、
魅
力
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
ほ
か
、
日
本
の
文
化
や
食
文
化
の
体

験
を
通
じ
て
市
民
と
交
流
す
る
機
会
を
創
出
し

ま
す
。

■
グ
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り

　２
つ
目
は
「
グ
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。　２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
、
市
民
や
事
業
者
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
ほ

か
、
あ
ば
し
り
電
力
の
取
り
組
み
で
は
、Ｎ
Ｇ

Ｋ
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
の
太
陽
光
発
電
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、さ
ら
な
る
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
公
共
施
設
や
公
園
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
努
め
ま
す
。

　加
え
て
、
森
林
の
環
境
保
全
機
能
の
維
持
の

た
め
、
植
林
や
伐
採
な
ど
計
画
的
な
整
備
に
努

め
、「
こ
ま
ば
木
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
枯
死
木

の
伐
採
に
よ
り
森
林
機
能
の
回
復
を
図
る
ほ

か
、
森
の
家
や
散
策
路
の
改
修
、
駐
車
場
の
整

備
な
ど
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、
治
山
と
保
健

の
機
能
を
併
せ
持
つ
多
目
的
保
安
林
と
し
て
の

機
能
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　農
業
で
は
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
労
働
力
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
効
率
化
・
省
力
化
な
ど
、
課
題

に
対
応
す
る
農
業
者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

支
援
す
る
ほ
か
、
近
年
、
急
激
に
増
加
し
て
い

る
有
害
鳥
獣
の
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、
特
に

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
に
つ
い
て
集
中
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　水
産
業
で
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
商
流
の
変

化
な
ど
に
対
応
す
る
漁
業
者
、
水
産
加
工
事
業

者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
ほ
か
、

漁
場
環
境
の
保
全
や
、
事
業
者
が
行
う
人
工
種

苗
養
殖
試
験
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

漁
業
を
構
築
す
る
た
め
の
調
査
船
の
整
備
を
支

援
し
ま
す
。

　観
光
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
、
教
育
旅
行
の
誘
致
、

網
走
マ
ラ
ソ
ン
を
き
っ
か
け
と
し
た
外
国
人
の

誘
客
促
進
の
ほ
か
、
新
た
に
、
酒
と
食
を
主
軸

と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
宿
泊
の
増
強
策
に

よ
り
、
閑
散
期
の
入
り
込
み
の
底
上
げ
を
図
る

と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
担

う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
支
援
し
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
宿
泊
税
の
導
入

に
向
け
た
周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ

に
対
応
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
情
報
な
ど

を
踏
ま
え
た
新
た
な
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　企
業
誘
致
で
は
、
天
都
山
地
区
へ
の
酒
蔵
建

設
予
定
地
の
造
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
自
然
災
害
が
少
な
く
夏
で
も
冷
涼
な
気

候
と
い
っ
た
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
誘
致

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　公
共
交
通
で
は
、
日
常
の
移
動
手
段
の
確
保

の
た
め
、
引
き
続
き
、
生
活
路
線
バ
ス
や
ど
こ

バ
ス
の
運
行
支
援
、
郊
外
地
区
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
実
証
運
行
の
ほ
か
、
新
た
に
、
自
動

運
転
バ
ス
の
実
証
運
行
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
の
最
適
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
示

す
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　働
き
手
の
確
保
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
合
同
企

業
説
明
会
、
就
労
や
起
業
へ
の
意
欲
を
高
め
る

セ
ミ
ナ
ー
、
新
社
会
人
を
対
象
と
し
た
研
修
会

の
開
催
の
ほ
か
、
若
年
層
の
人
材
確
保
と
地
元

定
着
を
図
る
た
め
、
新
規
就
職
し
た
方
へ
の
奨

励
金
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
人
材
確
保
へ
の

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
雇
用

活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
、
事
業
者
が

行
う
人
材
確
保
の
取
り
組
み
を
幅
広
く
支
援
し

ま
す
。

　ま
た
、
就
労
者
の
住
宅
確
保
の
た
め
、
社
宅

整
備
へ
の
支
援
に
加
え
、
空
き
市
営
住
宅
の
提

供
戸
数
を
追
加
し
ま
す
。

　物
価
の
高
騰
に
対
し
て
は
、
市
内
の
登
録
店

で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
全
世
帯
へ
配
付

し
、
生
活
の
支
援
と
消
費
の
喚
起
を
図
り
ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　４
つ
目
は
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。

　災
害
対
策
で
は
、
夜
間
に
お
い
て
も
安
全
に

避
難
で
き
る
よ
う
、
藻
琴
地
区
の
津
波
避
難
路

へ
ソ
ー
ラ
ー
蓄
電
池
式
の
照
明
設
備
を
整
備
す

る
ほ
か
、
避
難
所
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
を
整
備
し
ま
す
。

　新
た
な
防
災
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
は
、
市
民

が
気
軽
に
集
え
る
開
庁
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
ま
た
、
建
て
替
え
が
必
要
な
消
防

本
部
庁
舎
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
や
、
庁
舎

と
外
構
の
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
は
、
道
路
の
改
良
、
橋

梁
の
長
寿
命
化
対
策
、
導
水
管
や
配
水
管
の
布

設
替
え
、
下
水
道
施
設
の
強
靭
化
を
計
画
的
に

進
め
る
ほ
か
、
公
園
は
、
遊
具
の
更
新
を
中
心

と
し
た
計
画
的
な
再
編
整
備
を
進
め
ま
す
。

　女
満
別
空
港
網
走
間
の
高
規
格
道
路
は
、
一

日
も
早
い
開
通
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
む
と
と

も
に
、
都
市
機
能
の
集
約
や
公
共
施
設
の
適
正

配
置
な
ど
と
併
せ
、
都
市
計
画
の
変
更
に
向
け

た
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　廃
棄
物
処
理
で
は
、
引
き
続
き
、
広
域
で
の

中
間
処
理
施
設
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
明
治
最
終
処
分
場
の
埋
め
立

て
ご
み
の
減
量
化
や
嵩
上
げ
の
検
討
を
進
め
、

そ
の
延
命
を
図
り
ま
す
。

　住
環
境
で
は
、
潮
見
団
地
に
お
い
て
中
層
住

宅
の
建
設
に
着
手
す
る
ほ
か
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク

な
ど
の
特
性
を
整
理
し
適
正
な
住
宅
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
網
走
市
住
生
活
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　ま
た
、
猛
暑
対
策
と
し
て
、
中
学
校
と
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
住
宅
な
ど
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
対
し
て
も
支
援
し
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

　５
つ
目
は
「
デ
ジ
タ
ル
を
推
進
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
す
。

　災
害
時
の
円
滑
な
避
難
と
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
避
難
所
や
避
難
経
路
を
選
定
で

き
る
機
能
や
多
言
語
に
対
応
し
た
、
新
た
な
デ

ジ
タ
ル
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
情
報
や
市
政
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
に

お
い
て
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
情
報
が
行
き
渡

る
よ
う
多
言
語
化
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
状
況
を
Ａ
Ｉ
で
可

視
化
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
仕
組
み
と
併
せ
、
ご
み
の

削
減
に
努
め
ま
す
。

　Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
２
期
構
想
の
実

現
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
や
１

人
１
台
端
末
の
更
新
に
取
り
組
み
、
個
別
最
適

な
学
び
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
飲
食
店
の
混
雑
状
況
を
ウ
ェ
ブ

上
で
把
握
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し
、
繁
忙
期

の
夕
食
機
会
損
失
の
改
善
を
図
る
取
り
組
み
、

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
研
修
の
充

実
や
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・
標
準
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
工
事
の
電
子
入
札
を
開

始
し
、
入
札
参
加
者
お
よ
び
市
の
双
方
に
お
い

て
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

基
本
方
針

市政執行方針

今
年
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　　　令
和
７
年
網
走
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
予
算
を
は
じ
め
関
連
す
る
議
案
を
ご
審

議
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
市
政
執
行
の
所
信
と

施
策
の
概
要
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　第
２
期
網
走
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
も
最
終
年
を
迎
え
、
今
年
度
は
第
３

期
の
戦
略
が
始
ま
る
年
と
な
り
ま
す
。
従
来
よ

り
、
戦
略
を
遂
行
す
る
主
体
は
市
民
一
人
ひ
と

り
で
あ
り
、
経
済
社
会
の
大
き
な
流
れ
を
掴

み
、
全
国
の
個
々
の
地
域
ご
と
に
自
ら
考
え
、

そ
れ
を
練
り
上
げ
て
い
く
も
の
と
な
り
ま
す
。

　国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
統
計

に
よ
る
と
、
日
本
の
人
口
減
少
を
止
め
る
こ
と

は
難
し
く
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
、
こ
の
間
の

人
口
動
態
は
約
20
年
早
ま
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
出
生
数
、
合
計
特
殊
出
生
率
、
婚

姻
件
数
、
結
婚
予
定
者
割
合
、
い
ず
れ
も
減
少

や
低
下
し
、
昭
和
22
年
、
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
で
約
２
７
０
万
人
だ
っ
た
も
の
が
、
昨
年
で

は
70
万
人
を
下
回
る
と
さ
れ
る
な
ど
、
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
こ
と
は
、
網
走
市
に
お
い
て
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ュ
リ
ン
ク
と
い
う
不
都
合

な
事
実
は
、
人
口
増
加
を
前
提
と
し
た
制
度
設

計
で
は
な
い
、
人
口
減
少
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト

の
緩
和
と
、
日
本
の
経
済
お
よ
び
社
会
の
あ
り

方
を
変
革
す
る
好
機
と
捉
え
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　や
が
て
世
界
的
に
、
特
に
先
進
国
で
人
口
減

少
局
面
に
入
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と

は
、
人
口
減
少
先
進
国
で
あ
る
日
本
が
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
道
で
も
あ
り
、
日
本
全
体
が
人
口

減
少
下
に
あ
っ
て
も
、
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る

も
の
の
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
個
人
消
費
、
企
業
経
常
利

益
、
国
の
税
収
な
ど
は
増
加
し
て
い
る
の
も
現

実
で
す
。

　こ
う
し
た
現
況
下
に
お
い
て
、
我
が
ま
ち
の

利
益
を
喪
失
し
な
い
方
策
を
考
え
抜
き
、
関
係

機
関
、
団
体
な
ど
多
く
の
皆
様
と
課
題
を
共
有

し
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
政

の
懸
案
事
項
や
課
題
に
機
敏
か
つ
柔
軟
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　当
市
に
お
い
て
は
、
働
く
人
材
の
確
保
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
地
域
医
療
を
支
え
る
看
護

師
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
技
能
者
の
育
成
、

職
場
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
支

援
、
新
規
就
職
し
た
方
へ
の
奨
励
金
の
支
給
対

象
年
齢
の
拡
大
、
看
護
師
、
介
護
従
事
者
、
障

が
い
福
祉
の
人
材
の
復
職
支
援
や
、
事
業
者
が

行
う
社
宅
整
備
へ
の
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　最
近
の
物
価
の
高
騰
に
対
し
て
は
、
市
民
の

日
常
生
活
の
下
支
え
と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
金
の
給
付
や
、
所
得

税
・
住
民
税
所
得
割
の
定
額
減
税
、
低
所
得
者

世
帯
へ
の
暖
房
用
燃
料
の
支
援
、
市
内
の
登
録

店
で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
の
全
世
帯
へ
の

配
付
、
こ
れ
に
加
え
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
の
完
全
無
償
化
、
１
歳
ま
で
の
乳
児
へ

の
ベ
ビ
ー
用
品
購
入
ク
ー
ポ
ン
券
の
進
呈
、
小

中
学
校
に
加
え
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保

育
園
の
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　ま
た
、
自
治
体
新
電
力
会
社
「
あ
ば
し
り
電

力
株
式
会
社
」
に
お
い
て
は
、
令
和
５
年
か
ら

発
電
を
開
始
し
た
潮
見
発
電
所
に
続
き
、
他
の

３
カ
所
の
発
電
所
に
お
い
て
発
電
が
始
ま
り
、

加
え
て
、
本
年
６
月
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
発
電
所
も
発
電
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
市
の
公
共
施

設
で
消
費
す
る
電
力
の
約
１
割
を
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
置
き
換
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
確
か
な
歩
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　10
回
目
を
数
え
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
過
去
最
高
の
約
２

８
０
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
初
秋
の
網
走
を
駆
け

抜
け
、
東
京
農
業
大
学
の
学
生
を
は
じ
め
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
に
お
い
て
、
３
年
連
続
の

全
国
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
運
営
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　新
庁
舎
建
設
の
議
論
も
平
成
25
年
か
ら
始
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
令

和
７
年
２
月
25
日
よ
り
業
務
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
親

し
ま
れ
る
、
よ
り
一
層
、
便
利
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　今
後
も
引
き
続
き
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

は
じ
め
に

令
和
７
年
度 

市
政
執
行
方
針

第
１
回
定
例
会
で
、水
谷
市
長
が
説
明
し
た
令
和
７
年
度
の
市
政
執
行
方
針
を
要
旨
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

具
体
的
な
主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、全
世
帯
へ
配
布
予
定
の「
こ
と
し
の
ま
ち
づ
く
り（
予
算
概
要
書
）」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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■
市
政
を
取
り
巻
く
環
境

　政
府
は
、
令
和
７
年
度
予
算
は
令
和
６
年
度

補
正
予
算
と
一
体
と
し
て
、
「
賃
上
げ
と
投
資

が
牽
引
す
る
成
長
型
経
済
」
へ
移
行
す
る
た
め

の
予
算
と
位
置
づ
け
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃

金
上
昇
の
普
及
・
定
着
、
地
方
創
生
２
・
０
の

起
動
、
官
民
連
携
に
よ
る
投
資
の
拡
大
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
、
充
実
し
た
少
子

化
・
こ
ど
も
政
策
の
着
実
な
実
施
な
ど
、
メ
リ

ハ
リ
の
効
い
た
予
算
を
通
じ
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
の
移
行
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
４
」
で
は
、
引
き
続
き
経
済
・
財
政

一
体
改
革
を
推
進
す
る
が
、
「
重
要
な
政
策
の

選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
、
「
経
済
あ
っ
て
の
財
政
」
の
考
え

方
の
下
、
生
産
性
向
上
、
労
働
参
加
拡
大
、
出

生
率
の
向
上
を
通
じ
て
潜
在
成
長
率
を
高
め
る

と
し
て
い
ま
す
。

　国
の
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
過
去

最
大
の
規
模
と
な
る
１
１
５
兆
５
４
１
５
億
円

と
な
り
、
税
収
も
過
去
最
高
の
78
兆
４
４
０
０

億
円
と
、
前
年
度
当
初
よ
り
、
約
８
兆
８
３
２

０
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
公
債
依
存
度
は
24
・
８
％
と
改
善
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
債
務
残
高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

１
・
８
倍
と
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、

国
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

■
当
市
の
財
政
状
況

　当
市
の
財
政
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
財
政
の
健
全
度
を
示

す
財
政
指
標
は
改
善
基
調
に
あ
り
、
ま
た
、
ふ

る
さ
と
寄
附
の
支
え
に
よ
り
、
一
定
の
基
金
残

高
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　歳
入
は
、
賃
上
げ
に
よ
る
所
得
増
を
受
け
、

税
収
増
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　一
方
、
歳
出
で
は
、
物
価
高
に
よ
り
全
体
的

に
経
費
が
増
加
す
る
中
、
子
育
て
支
援
の
充
実

や
地
域
の
活
性
化
、
地
域
医
療
や
地
域
公
共
交

通
の
維
持
・
確
保
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施

設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
財
政
規
律
も
保
ち
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２
７

５
億
７
７
２
２
万
５
千
円
で
、
対
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
７
億
６
５
１
５
万
４
千
円
、
２
・
７
％

の
減
、
６
つ
の
特
別
会
計
は
総
額
で
94
億
７
１

６
７
万
２
千
円
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
１
億

６
１
８
万
４
千
円
、
１
・
１
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
公
営
企
業
会
計
は
３
つ
の
事
業
会
計

の
総
額
で
49
億
５
３
２
３
万
３
千
円
、
対
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
９
１
８
６
万
２
千
円
、
１
・

８
％
の
減
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　令
和
７
年
度
は
、
地
域
医
療
や
地
域
公
共
交

通
の
維
持
確
保
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
人
材

の
確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
総
合
計

画
を
基
本
と
し
て
５
つ
の
観
点
か
ら
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ひ
と
に
や
さ
し
く
、

　
　
　ひ
と
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　１
つ
目
は
「
ひ
と
に
や
さ
し
く
、
ひ
と
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　地
域
医
療
で
は
、
通
院
困
難
者
や
医
師
の
負

担
軽
減
を
図
る
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ
い
て
、
参

画
医
療
機
関
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
救
急
医
療
体
制
の
維
持
と
開
業
医

の
誘
致
に
努
め
、
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　ま
た
、
従
前
の
「
あ
ば
し
り
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
」
は
「
あ
ば
し
り
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
に
改
め
、

参
加
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
自
身
に
よ
る
健
康
状
態

の
把
握
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
る
ほ
か
、
引
き

続
き
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
、
妊
婦
と
産
後
の

母
子
に
対
す
る
支
援
、
健
康
診
査
を
実
施
し
、

市
民
の
健
康
維
持
に
努
め
ま
す
。

　50
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
し
て
い

る
帯
状
疱
疹
は
、
定
期
接
種
化
に
伴
い
接
種
費

用
の
助
成
を
拡
大
し
、
接
種
の
勧
奨
に
努
め
ま

す
。　老

朽
化
が
進
む
網
走
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、旧
道
立
高
等
看
護
学
院
へ
の
移
転
に
向
け
、

施
設
改
修
の
基
本
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　子
育
て
環
境
で
は
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
移
転
に
よ
る
環
境
の
改
善
に
加
え
、
感

覚
統
合
室
を
新
設
し
、
療
育
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　ま
た
、
新
た
に
、
盲
学
校
と
連
携
し
た
視
覚

に
関
す
る
相
談
体
制
を
構
築
し
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
、
小
中
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
等
の

給
食
費
の
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

　人
材
の
確
保
で
は
、
看
護
師
、
介
護
従
事
者
、

障
が
い
福
祉
従
事
者
の
復
職
に
向
け
た
支
援
に

加
え
、
新
た
に
、
保
育
士
へ
も
復
職
支
援
金
を

給
付
し
ま
す
。

　学
校
生
活
で
は
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
寄

り
添
っ
た
適
切
な
対
応
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
解
決
困
難
な
課
題
に
対
し
て
各
分

野
の
専
門
家
が
組
織
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
た
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

配
置
す
る
ほ
か
、
特
別
教
室
へ
電
子
黒
板
を
整

備
し
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
が
、

網
走
の
歴
史
や
文
化
、
魅
力
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
ほ
か
、
日
本
の
文
化
や
食
文
化
の
体

験
を
通
じ
て
市
民
と
交
流
す
る
機
会
を
創
出
し

ま
す
。

■
グ
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り

　２
つ
目
は
「
グ
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。　２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
、
市
民
や
事
業
者
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
ほ

か
、
あ
ば
し
り
電
力
の
取
り
組
み
で
は
、Ｎ
Ｇ

Ｋ
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
の
太
陽
光
発
電
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、さ
ら
な
る
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
公
共
施
設
や
公
園
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
努
め
ま
す
。

　加
え
て
、
森
林
の
環
境
保
全
機
能
の
維
持
の

た
め
、
植
林
や
伐
採
な
ど
計
画
的
な
整
備
に
努

め
、「
こ
ま
ば
木
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
枯
死
木

の
伐
採
に
よ
り
森
林
機
能
の
回
復
を
図
る
ほ

か
、
森
の
家
や
散
策
路
の
改
修
、
駐
車
場
の
整

備
な
ど
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、
治
山
と
保
健

の
機
能
を
併
せ
持
つ
多
目
的
保
安
林
と
し
て
の

機
能
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　農
業
で
は
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
労
働
力
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
効
率
化
・
省
力
化
な
ど
、
課
題

に
対
応
す
る
農
業
者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

支
援
す
る
ほ
か
、
近
年
、
急
激
に
増
加
し
て
い

る
有
害
鳥
獣
の
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、
特
に

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
に
つ
い
て
集
中
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　水
産
業
で
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
商
流
の
変

化
な
ど
に
対
応
す
る
漁
業
者
、
水
産
加
工
事
業

者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
ほ
か
、

漁
場
環
境
の
保
全
や
、
事
業
者
が
行
う
人
工
種

苗
養
殖
試
験
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

漁
業
を
構
築
す
る
た
め
の
調
査
船
の
整
備
を
支

援
し
ま
す
。

　観
光
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
、
教
育
旅
行
の
誘
致
、

網
走
マ
ラ
ソ
ン
を
き
っ
か
け
と
し
た
外
国
人
の

誘
客
促
進
の
ほ
か
、
新
た
に
、
酒
と
食
を
主
軸

と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
宿
泊
の
増
強
策
に

よ
り
、
閑
散
期
の
入
り
込
み
の
底
上
げ
を
図
る

と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
担

う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
支
援
し
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
宿
泊
税
の
導
入

に
向
け
た
周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ

に
対
応
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
情
報
な
ど

を
踏
ま
え
た
新
た
な
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　企
業
誘
致
で
は
、
天
都
山
地
区
へ
の
酒
蔵
建

設
予
定
地
の
造
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
自
然
災
害
が
少
な
く
夏
で
も
冷
涼
な
気

候
と
い
っ
た
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
誘
致

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　公
共
交
通
で
は
、
日
常
の
移
動
手
段
の
確
保

の
た
め
、
引
き
続
き
、
生
活
路
線
バ
ス
や
ど
こ

バ
ス
の
運
行
支
援
、
郊
外
地
区
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
実
証
運
行
の
ほ
か
、
新
た
に
、
自
動

運
転
バ
ス
の
実
証
運
行
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
の
最
適
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
示

す
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　働
き
手
の
確
保
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
合
同
企

業
説
明
会
、
就
労
や
起
業
へ
の
意
欲
を
高
め
る

セ
ミ
ナ
ー
、
新
社
会
人
を
対
象
と
し
た
研
修
会

の
開
催
の
ほ
か
、
若
年
層
の
人
材
確
保
と
地
元

定
着
を
図
る
た
め
、
新
規
就
職
し
た
方
へ
の
奨

励
金
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
人
材
確
保
へ
の

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
雇
用

活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
、
事
業
者
が

行
う
人
材
確
保
の
取
り
組
み
を
幅
広
く
支
援
し

ま
す
。

　ま
た
、
就
労
者
の
住
宅
確
保
の
た
め
、
社
宅

整
備
へ
の
支
援
に
加
え
、
空
き
市
営
住
宅
の
提

供
戸
数
を
追
加
し
ま
す
。

　物
価
の
高
騰
に
対
し
て
は
、
市
内
の
登
録
店

で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
全
世
帯
へ
配
付

し
、
生
活
の
支
援
と
消
費
の
喚
起
を
図
り
ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　４
つ
目
は
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。

　災
害
対
策
で
は
、
夜
間
に
お
い
て
も
安
全
に

避
難
で
き
る
よ
う
、
藻
琴
地
区
の
津
波
避
難
路

へ
ソ
ー
ラ
ー
蓄
電
池
式
の
照
明
設
備
を
整
備
す

る
ほ
か
、
避
難
所
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
を
整
備
し
ま
す
。

　新
た
な
防
災
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
は
、
市
民

が
気
軽
に
集
え
る
開
庁
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
ま
た
、
建
て
替
え
が
必
要
な
消
防

本
部
庁
舎
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
や
、
庁
舎

と
外
構
の
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
は
、
道
路
の
改
良
、
橋

梁
の
長
寿
命
化
対
策
、
導
水
管
や
配
水
管
の
布

設
替
え
、
下
水
道
施
設
の
強
靭
化
を
計
画
的
に

進
め
る
ほ
か
、
公
園
は
、
遊
具
の
更
新
を
中
心

と
し
た
計
画
的
な
再
編
整
備
を
進
め
ま
す
。

　女
満
別
空
港
網
走
間
の
高
規
格
道
路
は
、
一

日
も
早
い
開
通
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
む
と
と

も
に
、
都
市
機
能
の
集
約
や
公
共
施
設
の
適
正

配
置
な
ど
と
併
せ
、
都
市
計
画
の
変
更
に
向
け

た
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　廃
棄
物
処
理
で
は
、
引
き
続
き
、
広
域
で
の

中
間
処
理
施
設
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
明
治
最
終
処
分
場
の
埋
め
立

て
ご
み
の
減
量
化
や
嵩
上
げ
の
検
討
を
進
め
、

そ
の
延
命
を
図
り
ま
す
。

　住
環
境
で
は
、
潮
見
団
地
に
お
い
て
中
層
住

宅
の
建
設
に
着
手
す
る
ほ
か
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク

な
ど
の
特
性
を
整
理
し
適
正
な
住
宅
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
網
走
市
住
生
活
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　ま
た
、
猛
暑
対
策
と
し
て
、
中
学
校
と
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
住
宅
な
ど
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
対
し
て
も
支
援
し
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

　５
つ
目
は
「
デ
ジ
タ
ル
を
推
進
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
す
。

　災
害
時
の
円
滑
な
避
難
と
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
避
難
所
や
避
難
経
路
を
選
定
で

き
る
機
能
や
多
言
語
に
対
応
し
た
、
新
た
な
デ

ジ
タ
ル
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
情
報
や
市
政
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
に

お
い
て
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
情
報
が
行
き
渡

る
よ
う
多
言
語
化
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
状
況
を
Ａ
Ｉ
で
可

視
化
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
仕
組
み
と
併
せ
、
ご
み
の

削
減
に
努
め
ま
す
。

　Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
２
期
構
想
の
実

現
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
や
１

人
１
台
端
末
の
更
新
に
取
り
組
み
、
個
別
最
適

な
学
び
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
飲
食
店
の
混
雑
状
況
を
ウ
ェ
ブ

上
で
把
握
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し
、
繁
忙
期

の
夕
食
機
会
損
失
の
改
善
を
図
る
取
り
組
み
、

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
研
修
の
充

実
や
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・
標
準
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
工
事
の
電
子
入
札
を
開

始
し
、
入
札
参
加
者
お
よ
び
市
の
双
方
に
お
い

て
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

基
本
方
針

市政執行方針

今
年
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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実 施  期  間  会  場  申込受付期間 申 込  方  法  
（※4/1からご利用できます。）

春 ５/14(水)～５/18(日) 旧保健センター
（北3条西 4丁目） 4/1～4/30 

秋 11/4(火)～11/8(土) エコーセンター
2000 9/1～10/3 

冬 2/13(金)～2/16(月) 旧保健センター 
（北 3条西 4丁目） 12/1～1/23

特定健診は通院中の方も対象です。まずはかかりつけ医にご相談ください。

②医療機関での個別受診
●網走厚生病院   (４３-３１５７)  
○つくしヶ丘医院  (４４-１１８１) 
●金川医院     (４３-２８８４)  
○網走中央病院   (４４-８６１１) 
●はまむき医院   (４４-７３６５) 
○後藤田医院    (４４-６８１１) 
●南５条クリニック (４４-７３０５) 

○中山医院          (４４-７２２７)  
●桂ヶ丘クリニック       (６１-６１６１)  
○こまばクリニック      (６７-５３１０) 
●さらしな内科クリニック    (６１-６１１６)
○なかむら内科ハートクリニック (６７-５１１１) 
●網走脳神経クリニック      (６７-５１３１) 
○小清水赤十字病院      (６２-２１２１） 

ステップ１ 受診券が届きます

基本的な健診【問診･身体計測･腹囲測定･血圧測定･尿検査･血液検査･診察】 
詳細な健診【貧血検査･心電図検査･眼底検査･血清クレアチニン検査（※）】（医師が必要と認めた場合）

対象者 40歳～74歳以下の方で、網走市国保に加入中の方
料 金 無料（年度内１回分を市が負担します）

※集団健診と一部の個別受診医療機関では基本的な健診として実施

平日 
午前 8時 45 分～午後 5時 15 分

第 1・3土曜日 
午前 8時 45 分～午後 0時 5分 

検査項目

令和７年度 国保特定健診のご案内

ステップ２ 受診方法を決めて、健診を受けます

4月下旬に、対象となる方に「特定健康診査受診券」をお送りします。 
3 月以降に国保に加入した方は、加入後 2～3カ月後に発送します。

【問い合わせ】戸籍保険課 医療保険係（67-5415） 

受診券と案内文書が 
一体化した冊子を送
付します。 

①保健センターが実施する集団健診（ミニドック）
令和７年度は、旧保健センター（春・冬）、エコーセンター（秋）で実施します。 
がん検診などと併せて受診できます。 
詳しい内容や料金などは、市公式サイトまたは３月末配布の保健センターだよりでご確認ください。 
※受診券が届く前でも申し込みできます。

インターネット

24時間受付

電話 0120-149-375

下記の医療機関で通年受診できます。（要事前予約） 
直接電話でお申し込みください。

■
市
政
を
取
り
巻
く
環
境

　政
府
は
、
令
和
７
年
度
予
算
は
令
和
６
年
度

補
正
予
算
と
一
体
と
し
て
、
「
賃
上
げ
と
投
資

が
牽
引
す
る
成
長
型
経
済
」
へ
移
行
す
る
た
め

の
予
算
と
位
置
づ
け
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃

金
上
昇
の
普
及
・
定
着
、
地
方
創
生
２
・
０
の

起
動
、
官
民
連
携
に
よ
る
投
資
の
拡
大
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
、
充
実
し
た
少
子

化
・
こ
ど
も
政
策
の
着
実
な
実
施
な
ど
、
メ
リ

ハ
リ
の
効
い
た
予
算
を
通
じ
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
の
移
行
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
４
」
で
は
、
引
き
続
き
経
済
・
財
政

一
体
改
革
を
推
進
す
る
が
、
「
重
要
な
政
策
の

選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
、
「
経
済
あ
っ
て
の
財
政
」
の
考
え

方
の
下
、
生
産
性
向
上
、
労
働
参
加
拡
大
、
出

生
率
の
向
上
を
通
じ
て
潜
在
成
長
率
を
高
め
る

と
し
て
い
ま
す
。

　国
の
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
過
去

最
大
の
規
模
と
な
る
１
１
５
兆
５
４
１
５
億
円

と
な
り
、
税
収
も
過
去
最
高
の
78
兆
４
４
０
０

億
円
と
、
前
年
度
当
初
よ
り
、
約
８
兆
８
３
２

０
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
公
債
依
存
度
は
24
・
８
％
と
改
善
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
債
務
残
高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

１
・
８
倍
と
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、

国
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

■
当
市
の
財
政
状
況

　当
市
の
財
政
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
財
政
の
健
全
度
を
示

す
財
政
指
標
は
改
善
基
調
に
あ
り
、
ま
た
、
ふ

る
さ
と
寄
附
の
支
え
に
よ
り
、
一
定
の
基
金
残

高
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　歳
入
は
、
賃
上
げ
に
よ
る
所
得
増
を
受
け
、

税
収
増
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　一
方
、
歳
出
で
は
、
物
価
高
に
よ
り
全
体
的

に
経
費
が
増
加
す
る
中
、
子
育
て
支
援
の
充
実

や
地
域
の
活
性
化
、
地
域
医
療
や
地
域
公
共
交

通
の
維
持
・
確
保
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施

設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
財
政
規
律
も
保
ち
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２
７

５
億
７
７
２
２
万
５
千
円
で
、
対
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
７
億
６
５
１
５
万
４
千
円
、
２
・
７
％

の
減
、
６
つ
の
特
別
会
計
は
総
額
で
94
億
７
１

６
７
万
２
千
円
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
１
億

６
１
８
万
４
千
円
、
１
・
１
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
公
営
企
業
会
計
は
３
つ
の
事
業
会
計

の
総
額
で
49
億
５
３
２
３
万
３
千
円
、
対
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
９
１
８
６
万
２
千
円
、
１
・

８
％
の
減
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　令
和
７
年
度
は
、
地
域
医
療
や
地
域
公
共
交

通
の
維
持
確
保
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
人
材

の
確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
総
合
計

画
を
基
本
と
し
て
５
つ
の
観
点
か
ら
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ひ
と
に
や
さ
し
く
、

　
　
　ひ
と
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　１
つ
目
は
「
ひ
と
に
や
さ
し
く
、
ひ
と
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　地
域
医
療
で
は
、
通
院
困
難
者
や
医
師
の
負

担
軽
減
を
図
る
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ
い
て
、
参

画
医
療
機
関
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
救
急
医
療
体
制
の
維
持
と
開
業
医

の
誘
致
に
努
め
、
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　ま
た
、
従
前
の
「
あ
ば
し
り
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
」
は
「
あ
ば
し
り
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
に
改
め
、

参
加
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
自
身
に
よ
る
健
康
状
態

の
把
握
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
る
ほ
か
、
引
き

続
き
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
、
妊
婦
と
産
後
の

母
子
に
対
す
る
支
援
、
健
康
診
査
を
実
施
し
、

市
民
の
健
康
維
持
に
努
め
ま
す
。

　50
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
し
て
い

る
帯
状
疱
疹
は
、
定
期
接
種
化
に
伴
い
接
種
費

用
の
助
成
を
拡
大
し
、
接
種
の
勧
奨
に
努
め
ま

す
。　老

朽
化
が
進
む
網
走
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、旧
道
立
高
等
看
護
学
院
へ
の
移
転
に
向
け
、

施
設
改
修
の
基
本
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　子
育
て
環
境
で
は
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
移
転
に
よ
る
環
境
の
改
善
に
加
え
、
感

覚
統
合
室
を
新
設
し
、
療
育
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　ま
た
、
新
た
に
、
盲
学
校
と
連
携
し
た
視
覚

に
関
す
る
相
談
体
制
を
構
築
し
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
、
小
中
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
等
の

給
食
費
の
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

　人
材
の
確
保
で
は
、
看
護
師
、
介
護
従
事
者
、

障
が
い
福
祉
従
事
者
の
復
職
に
向
け
た
支
援
に

加
え
、
新
た
に
、
保
育
士
へ
も
復
職
支
援
金
を

給
付
し
ま
す
。

　学
校
生
活
で
は
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
寄

り
添
っ
た
適
切
な
対
応
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
解
決
困
難
な
課
題
に
対
し
て
各
分

野
の
専
門
家
が
組
織
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
た
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

配
置
す
る
ほ
か
、
特
別
教
室
へ
電
子
黒
板
を
整

備
し
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
が
、

網
走
の
歴
史
や
文
化
、
魅
力
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
ほ
か
、
日
本
の
文
化
や
食
文
化
の
体

験
を
通
じ
て
市
民
と
交
流
す
る
機
会
を
創
出
し

ま
す
。

■
グ
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り

　２
つ
目
は
「
グ
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。　２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
、
市
民
や
事
業
者
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
ほ

か
、
あ
ば
し
り
電
力
の
取
り
組
み
で
は
、Ｎ
Ｇ

Ｋ
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
の
太
陽
光
発
電
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、さ
ら
な
る
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
公
共
施
設
や
公
園
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
努
め
ま
す
。

　加
え
て
、
森
林
の
環
境
保
全
機
能
の
維
持
の

た
め
、
植
林
や
伐
採
な
ど
計
画
的
な
整
備
に
努

め
、「
こ
ま
ば
木
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
枯
死
木

の
伐
採
に
よ
り
森
林
機
能
の
回
復
を
図
る
ほ

か
、
森
の
家
や
散
策
路
の
改
修
、
駐
車
場
の
整

備
な
ど
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、
治
山
と
保
健

の
機
能
を
併
せ
持
つ
多
目
的
保
安
林
と
し
て
の

機
能
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　農
業
で
は
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
労
働
力
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
効
率
化
・
省
力
化
な
ど
、
課
題

に
対
応
す
る
農
業
者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

支
援
す
る
ほ
か
、
近
年
、
急
激
に
増
加
し
て
い

る
有
害
鳥
獣
の
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、
特
に

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
に
つ
い
て
集
中
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　水
産
業
で
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
商
流
の
変

化
な
ど
に
対
応
す
る
漁
業
者
、
水
産
加
工
事
業

者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
ほ
か
、

漁
場
環
境
の
保
全
や
、
事
業
者
が
行
う
人
工
種

苗
養
殖
試
験
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

漁
業
を
構
築
す
る
た
め
の
調
査
船
の
整
備
を
支

援
し
ま
す
。

　観
光
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
、
教
育
旅
行
の
誘
致
、

網
走
マ
ラ
ソ
ン
を
き
っ
か
け
と
し
た
外
国
人
の

誘
客
促
進
の
ほ
か
、
新
た
に
、
酒
と
食
を
主
軸

と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
宿
泊
の
増
強
策
に

よ
り
、
閑
散
期
の
入
り
込
み
の
底
上
げ
を
図
る

と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
担

う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
支
援
し
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
宿
泊
税
の
導
入

に
向
け
た
周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ

に
対
応
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
情
報
な
ど

を
踏
ま
え
た
新
た
な
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　企
業
誘
致
で
は
、
天
都
山
地
区
へ
の
酒
蔵
建

設
予
定
地
の
造
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
自
然
災
害
が
少
な
く
夏
で
も
冷
涼
な
気

候
と
い
っ
た
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
誘
致

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　公
共
交
通
で
は
、
日
常
の
移
動
手
段
の
確
保

の
た
め
、
引
き
続
き
、
生
活
路
線
バ
ス
や
ど
こ

バ
ス
の
運
行
支
援
、
郊
外
地
区
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
実
証
運
行
の
ほ
か
、
新
た
に
、
自
動

運
転
バ
ス
の
実
証
運
行
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
の
最
適
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
示

す
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　働
き
手
の
確
保
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
合
同
企

業
説
明
会
、
就
労
や
起
業
へ
の
意
欲
を
高
め
る

セ
ミ
ナ
ー
、
新
社
会
人
を
対
象
と
し
た
研
修
会

の
開
催
の
ほ
か
、
若
年
層
の
人
材
確
保
と
地
元

定
着
を
図
る
た
め
、
新
規
就
職
し
た
方
へ
の
奨

励
金
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
人
材
確
保
へ
の

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
雇
用

活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
、
事
業
者
が

行
う
人
材
確
保
の
取
り
組
み
を
幅
広
く
支
援
し

ま
す
。

　ま
た
、
就
労
者
の
住
宅
確
保
の
た
め
、
社
宅

整
備
へ
の
支
援
に
加
え
、
空
き
市
営
住
宅
の
提

供
戸
数
を
追
加
し
ま
す
。

　物
価
の
高
騰
に
対
し
て
は
、
市
内
の
登
録
店

で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
全
世
帯
へ
配
付

し
、
生
活
の
支
援
と
消
費
の
喚
起
を
図
り
ま
す
。

■
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　４
つ
目
は
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。

　災
害
対
策
で
は
、
夜
間
に
お
い
て
も
安
全
に

避
難
で
き
る
よ
う
、
藻
琴
地
区
の
津
波
避
難
路

へ
ソ
ー
ラ
ー
蓄
電
池
式
の
照
明
設
備
を
整
備
す

る
ほ
か
、
避
難
所
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
を
整
備
し
ま
す
。

　新
た
な
防
災
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
は
、
市
民

が
気
軽
に
集
え
る
開
庁
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
ま
た
、
建
て
替
え
が
必
要
な
消
防

本
部
庁
舎
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
や
、
庁
舎

と
外
構
の
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
は
、
道
路
の
改
良
、
橋

梁
の
長
寿
命
化
対
策
、
導
水
管
や
配
水
管
の
布

設
替
え
、
下
水
道
施
設
の
強
靭
化
を
計
画
的
に

進
め
る
ほ
か
、
公
園
は
、
遊
具
の
更
新
を
中
心

と
し
た
計
画
的
な
再
編
整
備
を
進
め
ま
す
。

　女
満
別
空
港
網
走
間
の
高
規
格
道
路
は
、
一

日
も
早
い
開
通
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
む
と
と

も
に
、
都
市
機
能
の
集
約
や
公
共
施
設
の
適
正

配
置
な
ど
と
併
せ
、
都
市
計
画
の
変
更
に
向
け

た
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　廃
棄
物
処
理
で
は
、
引
き
続
き
、
広
域
で
の

中
間
処
理
施
設
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
明
治
最
終
処
分
場
の
埋
め
立

て
ご
み
の
減
量
化
や
嵩
上
げ
の
検
討
を
進
め
、

そ
の
延
命
を
図
り
ま
す
。

　住
環
境
で
は
、
潮
見
団
地
に
お
い
て
中
層
住

宅
の
建
設
に
着
手
す
る
ほ
か
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク

な
ど
の
特
性
を
整
理
し
適
正
な
住
宅
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
網
走
市
住
生
活
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　ま
た
、
猛
暑
対
策
と
し
て
、
中
学
校
と
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
住
宅
な
ど
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
対
し
て
も
支
援
し
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

　５
つ
目
は
「
デ
ジ
タ
ル
を
推
進
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
す
。

　災
害
時
の
円
滑
な
避
難
と
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
避
難
所
や
避
難
経
路
を
選
定
で

き
る
機
能
や
多
言
語
に
対
応
し
た
、
新
た
な
デ

ジ
タ
ル
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
情
報
や
市
政
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
に

お
い
て
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
情
報
が
行
き
渡

る
よ
う
多
言
語
化
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
状
況
を
Ａ
Ｉ
で
可

視
化
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
仕
組
み
と
併
せ
、
ご
み
の

削
減
に
努
め
ま
す
。

　Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
２
期
構
想
の
実

現
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
や
１

人
１
台
端
末
の
更
新
に
取
り
組
み
、
個
別
最
適

な
学
び
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
飲
食
店
の
混
雑
状
況
を
ウ
ェ
ブ

上
で
把
握
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し
、
繁
忙
期

の
夕
食
機
会
損
失
の
改
善
を
図
る
取
り
組
み
、

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
研
修
の
充

実
や
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・
標
準
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
工
事
の
電
子
入
札
を
開

始
し
、
入
札
参
加
者
お
よ
び
市
の
双
方
に
お
い

て
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

市政執行方針
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実 施  期  間  会  場  申込受付期間 申 込  方  法  
（※4/1からご利用できます。）

春 ５/14(水)～５/18(日) 旧保健センター
（北3条西 4丁目） 4/1～4/30 

秋 11/4(火)～11/8(土) エコーセンター
2000 9/1～10/3 

冬 2/13(金)～2/16(月) 旧保健センター 
（北 3条西 4丁目） 12/1～1/23

特定健診は通院中の方も対象です。まずはかかりつけ医にご相談ください。

②医療機関での個別受診
●網走厚生病院   (４３-３１５７)  
○つくしヶ丘医院  (４４-１１８１) 
●金川医院     (４３-２８８４)  
○網走中央病院   (４４-８６１１) 
●はまむき医院   (４４-７３６５) 
○後藤田医院    (４４-６８１１) 
●南５条クリニック (４４-７３０５) 

○中山医院          (４４-７２２７)  
●桂ヶ丘クリニック       (６１-６１６１)  
○こまばクリニック      (６７-５３１０) 
●さらしな内科クリニック    (６１-６１１６)
○なかむら内科ハートクリニック (６７-５１１１) 
●網走脳神経クリニック      (６７-５１３１) 
○小清水赤十字病院      (６２-２１２１） 

ステップ１ 受診券が届きます

基本的な健診【問診･身体計測･腹囲測定･血圧測定･尿検査･血液検査･診察】 
詳細な健診【貧血検査･心電図検査･眼底検査･血清クレアチニン検査（※）】（医師が必要と認めた場合）

対象者 40歳～74歳以下の方で、網走市国保に加入中の方
料 金 無料（年度内１回分を市が負担します）

※集団健診と一部の個別受診医療機関では基本的な健診として実施

平日 
午前 8時 45 分～午後 5時 15 分

第 1・3土曜日 
午前 8時 45 分～午後 0時 5分 

検査項目

令和７年度 国保特定健診のご案内

ステップ２ 受診方法を決めて、健診を受けます

4月下旬に、対象となる方に「特定健康診査受診券」をお送りします。 
3 月以降に国保に加入した方は、加入後 2～3カ月後に発送します。

【問い合わせ】戸籍保険課 医療保険係（67-5415） 

受診券と案内文書が 
一体化した冊子を送
付します。 

①保健センターが実施する集団健診（ミニドック）
令和７年度は、旧保健センター（春・冬）、エコーセンター（秋）で実施します。 
がん検診などと併せて受診できます。 
詳しい内容や料金などは、市公式サイトまたは３月末配布の保健センターだよりでご確認ください。 
※受診券が届く前でも申し込みできます。

インターネット

24時間受付

電話 0120-149-375

下記の医療機関で通年受診できます。（要事前予約） 
直接電話でお申し込みください。
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6

歳入
その他
12.4％

寄附金
8.0％

市税
18.6％

地方交付税・
譲与税等
29.7％

使用料・手数
料・負担金等
3.2％

国・道支出金
17.6％

借入金
10.5％

歳出
その他
7.3％

人件費
11.9％

生活支援費
16.1％

物件費・
維持補修費
23.3％

団体援助費
13.4％

建設事業費
11.8％

借入金
返済費
11.8％

特別会計
支援費
4.4％

歳入
その他
12.4％

寄附金
8.0％

市税
18.6％

地方交付税・
譲与税等
29.7％

使用料・手数
料・負担金等
3.2％

国・道支出金
17.6％

借入金
10.5％

歳出
その他
7.3％

人件費
11.9％

生活支援費
16.1％

物件費・
維持補修費
23.3％

団体援助費
13.4％

建設事業費
11.8％

借入金
返済費
11.8％

特別会計
支援費
4.4％

区　　　　分 ７年度予算額 ６年度予算額 比較増減

市 税 市民や企業の皆さんが納
める市税 51億2,141万円 50億1,016万円 1億1,125万円

地方交付税 ･
譲 与 税 な ど 国から配分されるお金 81億7,632万円 82億8,466万円 -1億835万円

使用料･手数料
･ 負担金など

市営住宅使用料、保育所
利用者負担金など 8億9,358万円 9億4,025万円 -4,667万円

国・道支出金 特定の目的の財源として
国・道から交付されるお金 48億5,055万円 40億4,763万円 8億292万円

借 入 金
建設事業などを行うため
に、借入れするお金 29億340万円 42億2,910万円 -13億2,570万円

臨時財政対策債 0万円 3,200万円 -3,200万円

寄 附 金 ふるさと納税などの寄附
されるお金 22億120万円 22億円 120万円

そ の 他 財産収入、繰入金、諸収
入、繰越金 34億3,077万円 35億9,858万円 -1億6,781万円

歳　　　入　　　合　　　計 275億7,723万円 283億4,238万円 -7億6,515万円

区　　　分 ７年度予算額 ６年度予算額 比較増減

人 件 費 職員の給与や退職金など 32億9,351万円 32億6,116万円 3,235万円

物 件 費 ・�
維 持 補 修 費

一般行政活動や施設の維
持管理に使うお金 64億1,362万円 56億2,370万円 7億8,992万円

生 活 支 援 費 生活困窮者、高齢者、障がい
者などの生活支援に使うお金 44億2,945万円 43億7,149万円 5,796万円

団 体 援 助 費 消防組合への負担金や各
団体への補助金など 36億8,787万円 35億5,240万円 1億3,548万円

建 設 事 業 費 道路・公園、学校などの整
備に使うお金 32億6,066万円 49億605万円 -16億4,540万円

特 別 会 計�
支 援 費

一般会計から他の会計へ
繰り出すお金 12億1,953万円 12億3,655万円 -1,702万円

借入金返済費 建設事業などを行うために、
借り入れしたお金の返済金 32億6,250万円 34億3,165万円 -1億6,914万円

そ の 他 貸付金、積立金など 20億1,009万円 19億5,938万円 5,070万円

歳　　　出　　　合　　　計 275億7,723万円 283億4,238万円 -7億6,515万円

歳入（概要）

歳出（概要）

※端数処理により、 計数が合致しない場合があります。

　
網
走
市
の
令
和
７
年
度

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
２
７
５

億
７
７
２
３
万
円
、
６
年

度
の
当
初
予
算
額
と
比
べ

て
２
・
７
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
主
な
減
額
の
要
因
は
、

新
庁
舎
の
建
設
が
令
和
６

年
度
で
終
了
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
の
ほ

か
、
潮
見
地
区
で
の
市
営

住
宅
建
設
や
、
酒
蔵
建
設

の
た
め
の
土
地
造
成
、
全

中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
整

備
や
、
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
改
修
な
ど
の
取

り
組
み
を
重
点
と
し
ま
し

た
。

　
こ
の
予
算
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ん

と
、
豊
か
で
美
し
い
自
然

の
中
、
ひ
と
・
も
の
・
ま

ち
が
輝
き
続
け
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
予
算
の
詳

し
い
内
容
は
、
別
に
全
戸

配
布
す
る「
こ
と
し
の
ま

ち
づ
く
り
」で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

令和7年度
予算の概要

一般会計
�
275億7,723万円

人口減少社会に向けて、網走の地域性
を活かした「『ひと・もの・まち』が�
輝く」まちづくりを推進します。
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※端数処理により、 計数が合致しない場合があります。

特別会計
�
94億7,167万円

公営企業会計
�
49億5,323万円

予算編成のポイント

■重点事業
「子育て支援の充実」「地域の医療や公共交通の維持」

「地域経済の活性化」「人材の確保」「公共施設などの
老朽化対策」を推進する取り組みを重点事業としました。

■国の補正予算とふるさと寄附金の活用
　国の補正予算による交付金やふるさと寄附金の活用
により、財政の健全化に配慮しました。

特定の収入や支出を一般会計と区別して処理�
される会計です。６つの特別会計があります。

独立採算を原則とする複式簿記による会計です。
３つの公営企業会計があります。

公営企業会計名 予算額 増減率
（対前年度）

水 道 事 業 20億9,550万円 -3.7％

簡 易 水 道 事 業 2億4,419万円 1.6％

下 水 道 事 業 26億1,355万円 -0.6％

特別会計名 予算額 増減率
（対前年度）

市 有 財 産 整 備 1億2,567万円 115.8％

国 民 健 康 保 険 39億8,537万円 -2.2％

網 走 港 整 備 8億5,188万円 -6.1％

能 取 漁 港 整 備 1億7,317万円 -1.6％

介 護 保 険 36億1,343万円 -1.4％

後 期 高 齢 者 医 療 7億2,216万円 3.4％

【問い合わせ】
財政課財政係（67-5405）

主な事業� （単位：万円）
事業内容 予算額

ひ
と
に
や
さ
し
く
・
ひ
と
を
育
む
ま
ち

総合福祉センターの移転に向けた基本設計を実施
します。 1,000

こども発達支援センターの移転先である旧保健セン
ターの改修工事、感覚統合室を整備します。 16,263

医師会と連携し、休日・夜間における救急医療体制、
二次救急医療体制を確保します。 9,936

公的病院の検査機器更新費用を支援します。 7,901

従前の健康マイレージにアプリでのポイント管理を
導入し、参加年齢を拡大します。また、達成者に交付
する健康商品券の利用店舗を拡大します。

396

総合運動公園内の屋内施設を対象とした維持・統合・
移転・廃止などに関する基本構想を策定します。 766

グ
リ
ー
ン
な
ま
ち

コミュニティセンター・住民センターの非常灯、誘導
灯をＬＥＤに更新します。 1,030

16カ所の公園照明をＬＥＤ灯に更新します。 9,000

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

新庁舎開庁を記念し、７月の夏まつりまでの期間にイ
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地域の公共交通を確保・維持するため、自動運転車両
による実証運行・調査を行います。 4,000

天都山地区に酒蔵を建設するため、土地の造成を行い
ます。 10,840

オホーツク網走マラソンをきっかけに海外観光客を誘
客するため、プロモーションを行います。 250

酒や食を通じたプロモーションを行います。 130

安
全
・
安
心
な
ま
ち

避難所でのプライバシーを確保するため、プライベー
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最終処分場延命化対策として、かさ上げ工事調査測量
業務、掘削埋戻し業務などを実施します。 5,141

敷地内に新たな最終処分場を整備することに向けた
準備として環境影響調査を実施します。 389

市道の舗装や排水施設などを改修します。 29,600

老朽化により建て替えを進めている潮見団地で１棟30
戸の建設工事を進めます。 67,202

全中学校の普通教室などに冷房設備を設置します。
［補正］ 20,145

デ
ジ
タ
ル
を
推
進
す
る
ま
ち

デジタルハザードマップに、多言語化と避難所の位置
と経路を選定する機能を追加し、防災情報の充実を図
ります。

368

生成AIを活用し業務の効率化を図るため、専門家を招
へいし、導入に向けてワークショップを実施します。 400

児童生徒用の１人１台端末を更新します。 14,661



【問い合わせ】 網走市町内会連合会事務局 （網走市社会福祉協議会内） 
ＴＥＬ ４３－２４７２  ＦＡＸ  ４３－３９１９ 

安全安心な地域をつくる

町内会へ 
加入しましょう！ 

地域コミュニティ活動 
●お花見・盆踊り・ 
夏祭りの開催 
●夏休みラジオ体操 
の実施など 

青少年育成活動
●交通安全運動の推進 
●通学路の安全対策 
●子ども会活動など 

生活安全活動
●防犯灯の維持管理 
●防犯パトロール 
●防災訓練の実施 
      など 

環境美化活動
●ゴミステーションの管理 
●花いっぱい運動の実施 
●町内会清掃活動、 
資源物回収など 

生活情報提供活動
●町内会連合会だより、 
広報あばしりの配付 
●回覧板での情報提供 
など 

地域福祉活動
●高齢者健康トレーニング 
●健康教室の開催 
●声掛け運動 

網走市町内会連合会と網走市は、 
協働によるまちづくりを推進するため、 
町内会への加入を推奨しています。 

運転免許を自主返納した高齢者の方に
公共交通利用券を交付します

【申し込み・問い合わせ】 
市民活動推進課 
☎ 67-5390 

市では、運転免許を自主返納した満75歳以上の市民を対象に「公共交通利用券」および
「どこバス定期券」を交付しています。 
 また、免許返納の意思があったにもかかわらず、入院などやむを得ない理由で免許失効となった方
も対象になる場合があります。

必要書類 ① 警察署で発行された「申請による運転免許の取消通知書」 
② 身分証明書（マイナンバーカード、年金手帳、健康保険証または資格確認書など） 
③ 申請書（窓口でお渡しします。市公式サイトからもダウンロードできます。） 

申請期限

※やむを得ない理由で免許を失効した方は、その理由が確認できる書類の提出が必要です。 
 申請前にご相談ください。 

交付内容 ① 市内のバス、どこバスやタクシーで利用可能な
　 公共交通利用券（1万円分） 
② どこバス定期券（3カ月分） 
※どこバスの運行エリア外にお住まいの方は、公共交通利用券1万円分を追加交付します。
　(合計2万円分)

自主返納日（取消通知書の交付日）から1年以内  交付は一人1回限りです。 
 過去に交付を受けた方は対象外です。 

種目 スタート 定員 参加資格 参加料
マラソン 
42.195㎞ 午前8時 45分 2,600人 18歳以上(高校生を除く) 

※6時間30分以内に完走できる方

５㎞ 午前 9時 50分 300人 高校生以上 

３㎞ 午前10時00分 100人 小学４年生～中学生

12,000円

一　般 3,000円
高校生 2,000円

1,000円

志村 美希 さん 金 哲彦 さん

大会ホームページ

大会ゲスト 

種目 ▶マラソン42.195㎞（制限時間:６時間３０分）・５㎞・３㎞ 
事前発送エントリー ▶ 2025年 4 月 1日～7月18日
前日受取エントリー ▶ 2025年 7 月 22日～8月15日 
    ※前日受取エントリーは、９月27日に受付会場での受け取りが必要です。 

表彰：マラソン各部門１位～６位、3km・5km各部門およびマラソン団体戦１位～３位 
団体戦に男女・年代の区別はありません。 

【問い合わせ】 
オホーツク網走マラソン事務局 

（61-2360） 
（https://www.abashiri-marathon.jp/） 

実施場所 電話番号 開講日 実施日
北コミュニティセンター 43-7191 5 月 12 日 月曜日 
駒場住民センター 44-0505 5 月 13 日 火曜日 
ソレイユ網走 43-0840 5 月 7 日 水曜日 

南コミュニティセンター 44-2026 5 月 8 日 木曜日 
西コミュニティセンター 44-0288 5 月 15 日 木曜日 
潮見コミュニティセンター 44-8885 5 月 9 日 金曜日 

らくらく健康トレーニングを開催します
いつまでも健康で活力ある生活を送るため、高齢者向けの筋力トレーニングを開催します。

■ 対    象  65 歳以上の方 
■ 参 加 料   1,200 円（スポーツ保険料相当額） 
■ 期    間  開講日から翌年 3月まで週 1回 
■ 申 込 先  参加を希望する実施場所に各自ご連絡ください。 
■ 申込期日  4 月 11 日（金）先着順 
        会場によっては、新規の方の募集枠が数名程度の場合があります。  

【問い合わせ】介護福祉課 高齢者福祉係（67-5430） 

この大会はスポーツ振興くじ助
成金を受けて実施されています。
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「どこバス定期券」を交付しています。 
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も対象になる場合があります。

必要書類 ① 警察署で発行された「申請による運転免許の取消通知書」 
② 身分証明書（マイナンバーカード、年金手帳、健康保険証または資格確認書など） 
③ 申請書（窓口でお渡しします。市公式サイトからもダウンロードできます。） 

申請期限

※やむを得ない理由で免許を失効した方は、その理由が確認できる書類の提出が必要です。 
 申請前にご相談ください。 

交付内容 ① 市内のバス、どこバスやタクシーで利用可能な
　 公共交通利用券（1万円分） 
② どこバス定期券（3カ月分） 
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 過去に交付を受けた方は対象外です。 

9



えのき＆おからハンバーグ
《
材
　
料
》
４
人
分

《
作
り
方
》

管理栄養士さんの！ワンポイントメモ

★おからは、高タンパクでヘルシーな食材として知られています。
食物繊維も豊富に含まれており、栄養豊富な食品です。
★おからとえのきたけで量を増したヘルシーなハンバーグです。

1人分栄養価（エネルギー307kcal，蛋白質17.9g，脂質15.4g，カルシウム49mg，食物繊維4.7ｇ，塩分1.6g）

今月の今月の
健康レシピ健康レシピ

ひゅ～らひゅ～ら
男女共同参画コーナー

ひゅ～ら

〜Human Love〜

ジェンダーレスネームとは？
～時代の流れに沿って～

【ジェンダーレスネームとは】
　子どもを命名する時、これまでは男の子らし
く、または女の子らしく育ってほしいという理由
から、見ただけで男女の見分けがつくような名前
をつけることが多かったと思います。最近では、
性別にとらわれない生き方を尊重する動きが広が
る中で、ジェンダーレスネームを選ぶ人が増えて
います。
　ジェンダーレスネームとは、性別に関係なく使
用できる名前のことで、多様な性のあり方を表現
する手段の一つとなっています。
【多様性が広がる中】
　ジェンダーレスネームが増えている背景には、
個性を尊重する考えが広まってきたことや、本人
の性自認に対応できるようにと、社会の風潮が変

わってきていることが挙げられます。ジェンダー
レスネームに限らず、ズボンかスカートのどちら
かを選べるジェンダーレス制服や、申請書類の性
別欄の廃止など、性的マイノリティの方への配
慮・対応として、さまざまな取り組みが広まって
います。網走市でも、性差による格差が生じない
ような社会を目指しているところです。
　将来、どのような性を認識するかはわかりませ
ん。男女の性差を感じさせない名前をつけること
は、多様性を尊重する社会の実現に向けた一つの
象徴と言えるでしょう。
　性別によらず、誰もが自分らしく生きられる社
会になるといいですね。

網走市男女共同参画プラン推進会議編集委員
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　最近では、性別にとらわれない中性的な名前「ジェンダーレスネーム」を選ぶ人が増えてきて
いるようです。
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クックパッドでも
このレシピを
確認できます

3001/2 100120

【自己搬入時のお願い】
◯必ずネットなどで積み荷を覆う、 
車の荷台にごみを積み込 
みすぎないなど、ごみ 
が飛散しないよう対策 
をしてください。 

【自己搬入時の分別方法】
 家庭ごみと同じ分別をして、中身が見える
袋（指定ごみ袋以外）に入れて持ち込みまし
ょう。 
※ダンボールでの持ち込みや、分別が不十分
な場合は受け入れできません。

◯小銭での支払いにご協力ください。
料金は 100 ㎏まで 800 円（超過分は 10kg ご
とに 80円を加算）となります。

～自己搬入について～

【問い合わせ】生活環境課清掃リサイクル係（67-5419）

【明治ごみ処理場について】
◆開場時間 月曜日～土曜日（祝日含む） 
      午前 9時～午後 4時 
◆住  所 網走市明治 144－4 
◆電  話 43-6881

詳しくは市公式サイト
をご確認ください。 

ごみ減量化推進キャラクター 
のごみちゃん

このコーナーでは、さまざまな活動を頑張る網走市の小・中・高校生を紹介します！
　　　　　　　　　　　　　　網走っ子の活動報告　
●少年団・小学生の活躍 【問い合わせ】

スポーツ課スポーツ振興係（43-3647）

網走ミニバスケットボール少年団女子 FC網走　U-15

【令和６年度の成績】
　第50回北海道ミニバスケットボール大会
　ベスト16

【令和６年度の成績】
　全道フットサル選手権大会2025　U-14の部
　予選ラウンド２位

　創立40周年にして初の全道大会出場で初戦突破
し結果はベスト16でした。
　悔しさはありまし
たが大きな舞台で1
勝できたことは自信
に繋がりました。
　新チームではベス
ト８を目指して頑張
ります。

　オホーツク地区予選で優勝し、代表として出場し
ました。優勝チームと同ブロックの予選ではブロッ
ク２位で決勝進出
とはなりませんで
したが、次のシー
ズンに向けて弾み
のつく経験ができ
ました。

網走小ノースカムイ

【令和６年度の成績】
　SMBCカップ第21回全国小学生タグラグビー大会
　北海道大会　優勝
　SMBCカップ第21回全国小学生タグラグビー大会
　全国大会　　敢闘賞　２勝３敗

↑全道大会

↓全国大会　みんなで決めた「全国で 2勝以上」という目標
を達成することができました。
　応援ありがとうございました。
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個

卵 ......................................

２
個

サ
ラ
ダ
油  .................

小
さ
じ
２

塩  .....................................

少
々

●
し
ょ
う
ゆ  .............

大
さ
じ
６

●
酒  .........................

大
さ
じ
６

●
み
り
ん  .................

大
さ
じ
６

●
水  .........................

大
さ
じ
２

片
栗
粉（
水
溶
き
）  .....

小
さ
じ
２

黄
パ
プ
リ
カ  .....................

１
個

ピ
ー
マ
ン  .........................

１
個

長
芋  .................................

　ｇ

　最近では、性別にとらわれない中性的な名前「ジェンダーレスネーム」を選ぶ人が増えてきて
いるようです。

①
え
の
き
た
け
を
細
か
く
刻
み
、
玉
ね
ぎ
は
み

じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
パ
プ
リ
カ
、
ピ
ー
マ
ン
は
乱
切
り
、
長
芋
は

１
㎝
厚
さ
の
半
月
切
り
に
す
る
。
（
酢
に
浸

す
と
変
色
し
な
い
。
）

③
ボ
ウ
ル
に
ひ
き
肉
、
①
、
お
か
ら
、
卵
を
入

れ
て
混
ぜ
る
。
４
等
分
し
形
成
す
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
と
③
②
を
入
れ
て
ふ
た
を

す
る
。
中
火
で
５
分
蒸
し
焼
き
に
し
、
裏
返

し
て
さ
ら
に
５
分
蒸
し
焼
き
に
す
る
。

⑤
一
度
全
て
取
り
出
し
、
フ

ラ
イ
パ
ン
の
余
分
な
油
を

拭
き
取
る
。
パ
プ
リ
カ
と

長
芋
は
器
に
盛
る
。

⑥
フ
ラ
イ
パ
ン
に
●
を
加
え

て
煮
詰
め
、
水
溶
き
片
栗

粉
を
加
え
、
全
体
に
と
ろ

み
が
出
る
ま
で
煮
詰
め
な

が
ら
絡
め
る
。
器
に
盛

り
、
た
れ
を
か
け
る
。

クックパッドでも
このレシピを
確認できます

3001/2 100120

11
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自
衛
官
募
集

【
一
般
曹
候
補
生
一
次
試
験
】

試
験
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

試
験
日
／
５
月
18
日
㈰

場
所
／
北
見
、
美
幌

申
込
期
日
／
５
月
７
日
㈬

【
自
衛
官
候
補
生
試
験
】

試
験
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

試
験
日
／
５
月
25
日
㈰

場
所
／
美
幌

申
込
期
日
／
５
月
13
日
㈫

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

網
走
地
域
事
務
所
☎
㊹
５
７
４
３

https://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

obihiro

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
募
集

　
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
住
む
小
学
校
４
～
６
年
生

入
会
金
・
会
費
な
ど
／
無
料

活
動
内
容（
学
習
会
）
／

●
春
季
　
消
防
署
で
防
火
・
救
急
の
学
習

●
夏
季
　
防
火
キ
ャ
ン
プ
な
ど

●
秋
季
　
公
共
施
設
の
見
学
、
防
火
体
験

●
冬
季
　
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
／
制
服
を
貸
し
出
し
ま
す
。
入
会
に

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

・

網
走
市
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
事

務
局（
網
走
消
防
署
南
出
張
所
警
防
係
）

☎
㊸
３
０
１
６

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

提
供
事
業
者
募
集

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
通
じ
、
網
走
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
す
る
事
業
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

協
力
内
容
／
返
礼
品
の
提
供
お
よ
び
発
送

主
な
要
件
／

 

・
本
支
店
、
営
業
所
、
工
場
の
い
ず
れ
か
が

市
内
に
あ
る
法
人
、
個
人
事
業
主
な
ど

 

・
関
係
法
令
な
ど
を
遵
守
し
た
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
こ
と

 

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど

登
録
期
間
／
令
和
７
年
７
月
～
令
和
８
年
６

月（
単
年
更
新
制
）

応
募
方
法
／
様
式
お
よ
び
添
付
書
類（
納
税

証
明
書
な
ど
）の
提
出
　

※
様
式
は
商
工
労
働
課
で
配
付
し
ま
す
。

そ
の
他
／

 

・
登
録
期
間
に
限
ら
ず
随
時
応
募
で
き
ま
す
。

 

・
詳
細
は
個
別
に
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

・
市
が
指
定
す
る
業
務
委
託
先
と
の
契
約
が

必
要
で
す
。

【
事
業
者
向
け
説
明
会
】

日
時
／
４
月
22
日
㈫

①
午
前
11
時 

②
午
後
２
時
～

③
午
後
４
時
～

場
所
／
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚
室

申
込
期
日
／
４
月
15
日
㈫

・

商
工
労
働
課
☎
�
５
５
１
３

aba_furusato@
city.abashiri.

hokkaido.jp

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　
　
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
歯
科
衛
生
士
、
管
理

栄
養
士
、
保
健
師
に
健
康
相
談
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
歯
や
お
口
の
こ
と
、食
事
や
栄
養
の
こ
と
、

女
性
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
お
困
り
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

受
付
／
月
曜
日
～
金
曜
日
、
午
前
８
時
45
分

～
午
後
５
時
30
分

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
の
予
約
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
後
日
担
当
者

か
ら
連
絡
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㊸
８
４
５
０

大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た

あ
な
た
へ

　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
し
た
方
に
し
か

わ
か
ら
な
い
こ
こ
ろ
の
体
験
を
語
る
場
と
し

て「
わ
か
ち
あ
い
の
会
W
i
t
h
」を
毎
月
定

例
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
時
な
ど
の
お
問

い
合
わ
せ
、
参
加
申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た

は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㊸
８
４
５
０

春
の
ミ
ニ
ド
ッ
ク
検
診

女
性
の
が
ん
検
診

　
今
年
は
５
月
に
実
施
し
ま
す
。年
に
一
度
、

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
推
進
課
）は
市
役

所
へ
移
転
し
ま
し
た
が
、
春
の
ミ
ニ
ド
ッ
ク

検
診
は
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

ミ
ニ
ド
ッ
ク
検
診
／
５
月
14
日
㈬
～
18
日
㈰

女
性
の
が
ん
検
診
／
５
月
９
日
㈮
、
10
日
㈯

申
込
期
間
／
４
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

申
込
／
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
Ｗ
ｅ
ｂ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎️
０
１
２
０
―

１
４
９
―

３
７
５（
通
話
無
料
）

※
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
Ｗ

ｅ
ｂ
は
４
月
１
日
か
ら

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
公
式
サ
イ
ト
ま
た
は
３
月
末

配
布
の
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㊸
８
４
５
０

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
査

　
ミ
ニ
ド
ッ
ク
検
診
で
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
小
学
３
年
生
～
19
歳
の
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
20
歳
以
上

の
方
は
、
右
記
ミ
ニ
ド
ッ
ク
検
診
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
申
込
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
／
小
学
校
３
年
生
以
上

・

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㊸
８
４
５
０

申込フォーム申込フォーム

Webでの申込み
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ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ブ（
両
親
学
級
）
　

　
全
３
回
で
楽
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。

時
間
／
午
後
７
時
～
８
時
30
分

日
に
ち
・
場
所
／

５
月
22
日
㈭

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

５
月
29
日
㈭
・
６
月
５
日
㈭

　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
２
階
）

対
象
／
令
和
７
年
８
月
～
10
月
に
出
産
予
定

の
妊
婦
さ
ん
と
パ
ー
ト
ナ
ー
（
妊
婦
さ
ん
の

み
や
、
ご
家
族
と
の
参
加
も
可
能
で
す
。）

参
加
費
／
３
０
０
円

申
込
期
間
／
４
月
１
日
㈫
～
５
月
９
日
㈮

・

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㊸
８
４
５
０

令
和
７
年
度
の
児
童
扶
養
手
当
額

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
支
給
し
て
い
る
児

童
扶
養
手
当
額
が
、
２
・
７
％
の
引
き
上
げ

と
な
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
係

☎
�
５
４
２
６

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
有
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

網
走
市
交
通
安
全
協
会
☎
㊺
３
５
０
４

「
飼
い
猫
」の
管
理
は
適
切
に
！

　
猫
を
屋
外
で
飼
育
す
る
と
、
交
通
事
故
や

他
の
猫
と
の
喧
嘩
に
よ
る
け
が
、
病
気
の
リ

ス
ク
な
ど
、
猫
自
身
に
と
っ
て
危
険
で
す
。

ふ
ん
尿
や
鳴
き
声
な
ど
、
住
民
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
屋
内
飼
育
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

☎
�
５
４
１
８

29
日
は
資
源
物
収
集
を
休
み
ま
す

　
29
日
㈫
は
祝
日
の
た
め
、
資
源
物
収
集
は

行
い
ま
せ
ん
。
こ
の
日
が
収
集
日
の
地
区
は

次
週
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
週
の
５
月
６
日
㈫
は
祝
日
で
す
が
、
資

源
物
収
集
を
行
い
ま
す
。

生
活
環
境
課
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
係

☎
�
５
４
１
９

地
域
環
境
美
化
協
定
を

結
び
ま
せ
ん
か
？

　
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

道
路
や
公
園
、
海
岸
な
ど
の
公
共
空
間
の
美

化
活
動
を
継
続
し
て
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
美
化
協
定
を
結
ぶ
と
、
清
掃
用
具
の
貸
し

出
し
や
傷
害
保
険
の
加
入
な
ど
を
支
援
し
ま

す
。・

生
活
環
境
課
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
係

☎
�
５
４
１
９

「
飼
い
犬
」の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
必
ず
手
続
き
が
必
要

で
す
。

 

・
犬
を
飼
い
始
め
た
と
き

 

・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

 

・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き 

 

・
飼
い
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き

転
入
／
前
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
鑑
札
を
、

環
境
対
策
係
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

転
出
／
網
走
市
で
交
付
さ
れ
た
鑑
札
を
転
出

先
の
自
治
体
へ
提
出
し
て
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

市
内
転
居
／
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

環
境
対
策
係
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
犬
を
飼
う
と
き
の
マ
ナ
ー
】

●
生
涯
飼
い
続
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と

●
飼
い
主
に
従
う
よ
う
し
つ
け
を
す
る
こ
と

●
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
つ
な
い

で
飼
う
こ
と

●
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る
長
さ
の
リ
ー
ド
や

鎖
な
ど
を
付
け
て
散
歩
さ
せ
る
こ
と

●
ふ
ん
を
放
置
し
な
い
こ
と

・

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

☎
�
５
４
１
８

日にち 内容

5/22
（木）

赤ちゃんのお風呂の入れ方
赤ちゃんのお世話の仕方

5/29
（木）

妊娠中の栄養のポイント
夫婦のコミュニケーション
２人でマタニティストレッチ

6/5
（木）

妊婦体験
妊娠中の歯の健康
赤ちゃんのお口の健康
お産の仕組み・入院中の生活

児童扶養手当額 令和６年11月～
（月額）

令和７年4月～
（月額）

本体額

全部支給 45,500円 46,690円
(＋1,190円)

一部支給 45,490円
～10,740円

46,680円～11,010円
(＋1,190円～＋270円)

第２子
以降
加算額

全部支給 10,750円 11,030円(＋280円)

一部支給 10,740円
～5,380円

11,020円～ 5,520円
(＋280円～＋140円)

FMあばしり
(78.7MHz)での
割込み放送告知
後に試験放送を
実施

今月の防災ラジオ
試験放送日

４月14日（月）
午後１時
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学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
申
請
に
よ
り
学
生
の
方
の
保
険
料
の
納
付

を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
窓
口
で
申

請
す
る
際
は
、
①
基
礎
年
金
番
号
か
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の
、
②
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
。
前
年
度
に
承
認

を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
同
じ
学
校

に
在
学
さ
れ
る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

・

北
見
年
金
事
務
所

☎️
０
１
５
７
㉕
８
７
０
３

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎️
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

戸
籍
保
険
課
国
民
年
金
係
☎
�
５
４
１
３

住
環
境
改
善
資
金
を
補
助
し
ま
す

対
象
お
よ
び
補
助
率（
額
）
／

①
一
般
改
修
工
事
：
補
助
対
象
工
事
の
10
％

（
一
般
世
帯
は
上
限
10
万
円
、
子
育
て
世
帯

は
上
限
20
万
円
）

②
空
き
家
改
修
工
事
：
補
助
対
象
工
事
の

10
％
（
一
般
世
帯
は
上
限
20
万
円
、
子
育
て

世
帯
は
上
限
30
万
円
）

③
太
陽
光
発
電
・
定
置
用
蓄
電
池
・
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
工
事（
新
築
・
機
器
更
新

可
）：
補
助
対
象
工
事
の
10
％（
上
限
10
万
円
）

④
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事（
新
築
・
機
器
更
新

可
）：
補
助
対
象
工
事
の
10
％（
上
限
３
万
円
）

申
込
条
件
／

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

②
市
内
で
所
有
・
居
住（
予
定
含
む
）し
て
い

る
住
宅
を
改
修
な
ど
す
る
方
。
た
だ
し
、
エ

ア
コ
ン
設
置
工
事
は
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
自

ら
工
事
の
契
約
者
と
な
る
方
も
対
象（
貸
主

の
許
可
を
得
る
こ
と
）

③
改
修
な
ど
す
る
住
宅
に
住
民
登
録
し
て
い

る
方
ま
た
は
完
了
届
の
提
出
前
に
住
民
登
録

を
す
る
こ
と
が
確
実
な
方
　

④
令
和
７
年
度
に
市
内
事
業
者
と
請
負
契
約

を
し
た
工
事

※
申
し
込
み
で
き
る
工
事
内
容
は
、
市
が
定

め
る
工
事
の
範
囲
と
し
ま
す
。

※
工
事
着
手
前
の
写
真
を
必
ず
撮
影
し
て
く

だ
さ
い（
写
真
に
よ
る
前
後
の
比
較
が
難
し

い
工
事
の
場
合
は
、
工
事
中
の
写
真
も
撮
影

し
て
く
だ
さ
い
）。

受
付
期
間
／
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

※
予
算
が
上
限
に
達
し
た
時
点
で
終
了

建
築
課
建
築
係
☎
�
５
５
６
２

「
長
寿
園
」を
開
園
し
ま
す

　
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
た

め
、
市
民
農
園「
長
寿
園
」を
開
園
し
ま
す
。

自
然
の
中
で
野
菜
づ
く
り
に
汗
を
流
し
、
健

康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

対
象
／
令
和
７
年
度
中
に
60
歳
以
上
に
な
る

市
内
在
住
の
方

場
所
／
字
潮
見
２
６
３
番
地

面
積
／
利
用
者
数
に
よ
り
変
動
し
ま
す

（
50
㎡
程
度
）１
世
帯
１
区
画
限
り

負
担
金
／
１
区
画
５
０
０
円（
後
日
納
付
）

開
園
日
／
５
月
下
旬（
天
候
に
よ
り
前
後
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
期
間
／
４
月
１
日
㈫
～
８
日
㈫

・

介
護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
�
５
４
３
０

寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
在
宅
で
生
活
す
る
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
お
よ
び
身
体
障
が
い

者
の
み
の
世
帯
で
、
寝
具
乾
燥
が
で
き
な
い

方
を
対
象
に
、
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

申
込
期
日
／
４
月
９
日
㈬

実
施
期
間
／
５
月
７
日
㈬
～
６
月
６
日
㈮

・

介
護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
�
５
４
３
０

固
定
資
産
の
縦
覧
が
始
ま
り
ま
す

　
自
己
所
有
資
産
の
評
価
額
と
他
の
類
似
資

産
評
価
額
を
比
較
す
る
こ
と
で
評
価
の
適
正

さ
を
確
認
す
る
た
め
、
期
間
中
は
市
内
の
土

地
や
家
屋
の
評
価
額
を
一
覧
に
し
た
縦
覧
帳

簿
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

縦
覧
期
間
／
４
月
１
日
㈫
～
５
月
30
日
㈮

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
で
き
る
方
／

①
市
内
の
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
）の
所
有
者

②
委
任
状（
所
有
者
が
法
人
の
場
合
は
代
表

者
印
か
社
印
を
押
印
し
た
も
の
）を
有
す
る

所
有
者
の
代
理
人

③
借
地
人
、 
借
家
人
な
ど
固
定
資
産
の
処
分

の
権
利
が
あ
る
方（
権
利
を
有
す
る
書
類
の

提
示
が
必
要
で
す
。）

手
数
料
／
無
料

持
ち
物
／
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類（
運
転

免
許
証
な
ど
）、
代
理
の
方
は
委
任
状

そ
の
他
／
所
有
者
ご
と
に
資
産
を
一
覧
に
し

た
固
定
資
産
名
寄
台
帳
は
年
間
を
通
し
て
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

※
縦
覧
期
間
中
は
閲
覧
、
コ
ピ
ー
と
も
に
無

料
で
す
が
、
６
月
２
日
㈪
以
降
は
、
閲
覧
１

回
２
０
０
円
、
コ
ピ
ー
１
枚
３
０
０
円
の
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎
�
５
４
０
９

　文書や電話で何度も催告を受け
ているにもかかわらず、そのまま
放置している方に対しては、他の
納付者との公平性を確保するた
め、財産や給料の差押を行いま
す。特別な事情のある方は、早急
にご相談ください。

納税相談をお受けしています

税務課納税係　☎�５４１０
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空
き
家
解
体
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
市
内
に
あ
る
特
定
空
き
家
や
昭
和
56
年
以

前
に
建
築
さ
れ
た
空
き
家（
空
き
家
と
な
っ

て
１
年
以
上
経
過
し
た
も
の
）を
解
体
す
る

際
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額
／
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
は
30
万
円
ま
た
は
50
万
円
）

申
込
条
件
／
補
助
の
条
件
や
申
請
書
類
な
ど

に
つ
い
て
は
解
体
工
事
の
契
約
前（
見
積
徴

収
は
可
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
契
約
済
み
の
工
事
は
対
象
外
で
す
。

受
付
期
間
／
令
和
８
年
１
月
30
日
ま
で

※
予
算
が
上
限
に
達
し
た
時
点
で
終
了

建
築
課
建
築
係
☎
�
５
５
６
２

み
ん
ぐ
る
講
座「
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
」

対
象
／
市
民

日
時
／
４
月
24
日
㈭

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

定
員
／
12
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
／
１
３
０
０
円（
材
料
価
格
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
あ
り
）

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、飲
み
物
、持
ち
帰
り
用
の
袋

申
込
日
／
４
月
17
日
㈭
の
１
日
の
み

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
出
来
上
が
り
品
は
お
持
ち
帰
り
に

な
れ
ま
す
。

・

市
民
活
動
推
進
係
☎
�
５
３
９
０

自
衛
官
募
集
案
内
を
望
ま
な
い
方
は

申
請
を

　
市
で
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
対
象
者
の
住

所
、
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
名
簿
を
自
衛
隊
へ

提
供
し
て
い
ま
す
。
募
集
案
内
を
望
ま
な
い

方
は
、
期
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

対
象
／

 

・
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

 

・
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

申
請
方
法
／
除
外
申
請
書
に
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
申
請
用
紙

は
総
務
係
で
配
布
の
ほ
か
、
市
公
式
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

申
込
期
日
／
４
月
30
日
㈬

・

総
務
防
災
課
総
務
係

☎
�
５
３
８
４　
　

ID
９
６
４
２

安
全
な
農
作
業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　
毎
年
、
春
の
農
作
業
期
に
は
作
業
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す（
直
近
１
年
間
の
市

の
事
故
発
生
件
数
は
26
件
）。

　
農
業
機
械
を
使
用
す
る
と
き
は
、
次
の
点

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
業
機
械
で
路
上
を
通
行
す
る
と
き
は
、

他
の
車
両
や
歩
行
者
に
注
意
し
、
路
肩
に
寄

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　

●
作
業
を
行
う
と
き
は
、
機
械
の
周
り
に
子

ど
も
や
他
の
作
業
者
が
い
な
い
か
、
周
囲
の

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
　

【
啓
発
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
】

４
月
20
日
㈰
か
ら
30
日
㈬
ま
で
の
午
後
７
時

か
ら
30
秒
間

網
走
消
防
署
警
防
課
予
防
調
査
係

☎
㊸
９
４
１
７

●
機
械
の
点
検
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

行
い
ま
し
ょ
う
。
　

●
安
全
フ
レ
ー
ム
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
圃
場
を
出
る
際

の
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
連
結
確
認
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。
　

●
疲
労
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
が
事
故
に
つ

な
が
り
や
す
い
の
で
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

農
林
課
農
業
振
興
係
☎
�
５
４
５
３

春
の
火
災
予
防
運
動

期
間
／
４
月
20
日
㈰
～
30
日
㈬

統
一
標
語
／

「
守
り
た
い
　
未
来
が
あ
る
か
ら
　
火
の
用

心
」（
全
国
）

「
安
心
を
　
未
来
へ
つ
な
ぐ
　
火
の
確
認
」

（
組
合
）

火
の
用
心
３
つ
の
習
慣
／

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
消
火
す
る
。

火
の
用
心
４
つ
の
対
策
／

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
備
え
る
。

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

●
火
が
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す
る
た
め
、
住

宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。

●
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守
る
た

め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

・子どもが安全に道路を横断できるようにしましょう
・�歩行者優先意識の徹底、ながら運転の根絶、シートベルト・チャイルド
シートの適切な使用を
・自転車、電動キックボードなどに乗るときはヘルメット着用を

交通ルール・マナーを守り、事故をなくしましょう。

春の全国交通安全運動 4月6日（日） ~ 15日（火）

 ４月10日は交通事故死ゼロを目指す日です

運
動
の
重
点

申込フォーム
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ア
ト
リ
ウ
ム
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
網
走
吹
奏
楽
団
」

　
ア
ト
リ
ウ
ム
ロ
ビ
ー
に
て
、
網
走
吹
奏
楽

団
に
よ
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

４
月
26
日
㈯
午
前
11
時
30
分
～

場
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー 

ア
ト
リ
ウ
ム
ロ
ビ
ー

無
料

曲
▼「
ぼ
よ
よ
ん
行
進
曲
」「
星
に
願
い
を
」

「
年
下
の
男
の
子
」他

今
月
の
休
館
日
（
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
）

７
日
㈪
、
21
日
㈪

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

４
月
か
ら
ス
マ
ホ
で

�

か
し
だ
し
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
ま
す

　
４
月
１
日
㈫
よ
り
ス
マ
ホ
で
か
し
だ
し

カ
ー
ド
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
表
示
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
か
し
だ
し
カ
ー
ド
を

忘
れ
て
も
安
心
で
す
。
ご
利
用
に
は
事
前
の

お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
図
書
館
カ

ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

●
特
別
展
示

　
「
日
本
絵
本
賞
に
輝
い
た
絵
本
た
ち
」

４
月
23
日
㈬
～
５
月
11
日
㈰

場
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
前

�

１
９
９
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
絵
本

賞
は
、
２
０
２
５
年
で
第
30
回
を
迎
え

ま
す
。
第
１
回
か
ら
第
29
回
ま
で
の
絵

本
を
一
挙
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
ク
レ
ヨ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
人
形
劇

　
「
い
ろ
い
ろ
げ
き
じ
ょ
う
」

５
月
18
日
㈰
午
前
10
時
30
分
開
演
～

12
時
終
了
予
定 

開
場
▼
午
前
10
時
15
分

場
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー  

エ
コ
ー
ホ
ー
ル

�

人
形
劇
・
影
絵
劇
　
　

無
料

今
月
の
展
示
棚

４
月
１
日
㈫
～
29
日
㈫

◎
一
般
コ
ー
ナ
ー

「
舞
台
は
大
阪
・
関
西
」

　
４
月
13
日
か
ら
大
阪
・
関
西
万
博
が
始
ま

る
の
に
合
わ
せ
て
、
関
西
・
大
阪
が
舞
台
に

な
っ
て
い
る
小
説
を
集
め
ま
す
。

◎
児
童
コ
ー
ナ
ー

「
春
の
ほ
ん
」

　
雪
も
と
け
て
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

春
ら
し
い
本
や
入
学
の
本
を
な
ら
べ
ま
す
。

◎
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー

「
め
ざ
せ
！
コ
ミ
ュ
力
Ｕ
Ｐ
」

　
新
し
い
友
達
や
先
輩
、
先
生
な
ど
、
春
は

出
会
い
の
季
節
。
新
し
い
環
境
に
ワ
ク
ワ
ク

し
た
り
と
ま
ど
っ
た
り
…
人
間
関
係
の
悩
み

に
役
立
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
も
の

の
考
え
方
に
つ
い
て
の
本
を
集
め
ま
す
。

◎
２
階
地
方
資
料
コ
ー
ナ
ー

「
網
走
を
紹
介
し
ま
す
」

　
網
走
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
本
を
中
心
に

様
々
な
資
料
で
紹
介
し
ま
す
。

よ
み
き
か
せ
会

５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

（
各
土
曜
日
）午
後
２
時
～

場
図
書
館
１
階
え
ほ
ん
の
も
り

【
よ
み
て
】

５
日
　
声
の
図
書
館「
そ
よ
か
ぜ
」さ
ん

12
日
　
よ
み
き
か
せ
会
ハ
イ
ジ
さ
ん

19
日
　
網
走
南
ケ
丘
高
等
学
校
演
劇
部
さ
ん

�

　
ま
た
は
　
図
書
館
職
員

26
日
　
サ
ー
ク
ル「
声
の
教
室
」さ
ん

0
歳
か
ら
の
お
や
こ
で
楽
し
む
よ
み
き
か
せ
会

４
月
23
日
㈬
午
前
11
時
30
分
～
11
時
50
分

場
図
書
館
１
階
え
ほ
ん
の
も
り

 

大
人
の
た
め
の
ミ
ニ
朗
読
会（
対
面
朗
読
）

�
４
月
23
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
図
書
館
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

【
よ
み
て
】声
の
図
書
館「
そ
よ
か
ぜ
」さ
ん

�

大
野 
勝
彦 
著「
夢
は
叶
う
も
の 

思
い
強

け
れ
ば（
詩
画
集
）」

�

当
日
会
場
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

今
月
の
休
館
日（
図
書
館
）

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
28
日
㈪
、

30
日
（
水
・
月
末
整
理
日
）

開
館
時
間
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時（
火
～
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時（
日
・
祝
）

募
集
「
い
き
い
き
健
康
体
力
づ
く
り
教
室
」

�

令
和
７
年
４
月
〜
翌
年
３
月（
年
16
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
◎
初
回
は
４
月
24
日
㈭
実
施

場
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
な
ど

�

60
歳
以
上
の
市
民

�

体
力
測
定
、
健
康
体
操
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

40
名

年
間
２
千
円（
保
険
料
含
む
）

�

申
込
期
間
４
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫

�

申
込
方
法
総
合
体
育
館
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
電
話
申
込
不
可
）

◎�

申
込
期
間
終
了
後
も
定
員
に
達
す
る
ま

で
随
時
申
込
可
能

総
合
体
育
館

募
集
「
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

�

令
和
７
年
５
月
〜
翌
年
３
月（
年
11
回
）　
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午
後
５
時
30
分
〜
７
時

　
◎
初
回
は
５
月
15
日
㈭
実
施

場
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

�
小
学
３
〜
６
年
生
の
市
民

　（
保
護
者
参
加
可
能
）

�

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど

50
名

年
間
１
５
０
０
円
　
保
護
者
２
５
０
０
円

�

申
込
期
間
４
月
７
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈭

��

申
込
方
法
総
合
体
育
館
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
電
話
申
込
不
可
）

◎�

申
込
期
間
終
了
後
も
定
員
に
達
す
る
ま
で

随
時
申
込
可
能

◎
保
護
者
の
同
意
書
が
必
要

総
合
体
育
館

募
集
「
障
が
い
児
・
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

令
和
７
年
４
月
〜
翌
年
３
月（
年
30
回
）

　
昼
の
部
▼
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
夜
の
部
▼
午
後
６
時
～
７
時

　
◎
初
回
は
４
月
14
日
㈪
実
施

　
◎�

毎
月
１
回
開
催
、
偶
数
月
の
夜
の
部
は

２
回
開
催

場
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

�

障
が
い
の
あ
る
小
学
生
以
上
の
市
民
と

そ
の
家
族
・
関
係
者

�

卓
球
・
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
・
ボ
ッ
チ
ャ
・

フ
リ
ス
ビ
ー
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

無
料

�

申
込
期
間
４
月
１
日
㈫
〜
８
日
㈫

�

申
込
方
法
総
合
体
育
館
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
電
話
申
込
不
可
）

◎�

申
込
期
間
終
了
後
も
随
時
申
込
可
能

総
合
体
育
館

総
合
体
育
館
臨
時
休
館

　
体
育
器
具
点
検
の
た
め
全
館
休
館
し
ま
す
。

４
月
21
日
㈪

総
合
体
育
館

野
球
場
・
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
調
整
会
議

場
総
合
体
育
館
　
会
議
室

利
用
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
の
代
表
者

総
合
体
育
館

●
野
球
場

４
月
14
日
㈪

�

市
営
野
球
場（
ナ
イ
タ
ー
含
む
）、
網
走

ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル

ド
野
球
場
の
大
会
、
練
習
な
ど
シ
ー
ズ

ン
中
の
利
用
調
整
を
行
い
ま
す
。

●
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド

４
月
21
日
㈪

�

網
走
ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
大
会
、
練
習
な

ど
シ
ー
ズ
ン
中
の
利
用
調
整
を
行
い
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
ド
ー
ム
（
５
月
～
７
月
）

�

利
用
調
整
会
議

　
令
和
７
年
５
月
～
７
月
に
お
け
る（
す
べ

て
の
平
日
・
夜
間
・
土
日
祝
）練
習
、
大
会
、

及
び
イ
ベ
ン
ト
の
利
用
を
調
整
し
ま
す
。

４
月
６
日
㈰
午
後
６
時
30
分
～

場
市
民
健
康
プ
ー
ル
多
目
的
ル
ー
ム

利
用
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
の
代
表
者

〈
優
先
・
事
前
予
約
に
つ
い
て
〉

◎
市
内
の
チ
ー
ム
を
優
先

◎�

大
会
・
イ
ベ
ン
ト
に
限
り
、
電
話
な
ど
で

事
前
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

�

オ
ホ
ー
ツ
ク
ド
ー
ム
☎
㊽
３
６
２
１
ま
た

は
日
専
連
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走（
指
定
管
理
者
）

今
月
の
休
館
日（
体
育
館
）　
21
日
㈪

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分（
火
～
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月
・
日
・
祝
）

今
月
の
休
館
日（
市
民
健
康
プ
ー
ル
）

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
28
日
㈪

開
館
時
間

午
前
10
時
～
午
後
９
時
30
分（
火
～
土
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分（
日
・
祝
）

新
収
蔵
記
念
『
上
野
山
清
貢
・
松
樹
路
人
展
』

３
月
７
日
㈮
～
４
月
６
日
㈰

場�

市
立
美
術
館
　
第
２
展
示
室

�

高
校
生
以
上
２
０
０
円 

小
中
学
生
１
０
０
円

◎�

網
走
市
・
斜
里
町
・
清
里
町
・
小
清
水
町
・

大
空
町
の
小
中
学
生
は
土
曜
日
無
料

◎
常
設
展
示
も
観
覧
で
き
ま
す
。

『
村
上
陽
一
展
』

４
月
12
日
㈯
～
５
月
25
日
㈰

場�

市
立
美
術
館
　
第
２
展
示
室

�

高
校
生
以
上
２
０
０
円 

小
中
学
生
１
０
０
円

◎�

網
走
市
・
斜
里
町
・
清
里
町
・
小
清
水
町
・

大
空
町
の
小
中
学
生
は
土
曜
日
無
料

◎
常
設
展
示
も
観
覧
で
き
ま
す
。

〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〉

４
月
12
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

場
市
立
美
術
館
　
展
示
会
場
内 

【
解
説
】村
上 

陽
一 

氏（
本
展
作
家
）

募
集　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

『
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
』

５
月
３
日（
土
・
祝
）、
４
日（
日
・
祝
）

午
前
10
時
～
12
時

場
市
立
美
術
館

子
ど
も
〜
大
人（
親
子
参
加
可
能
）

※�

未
就
学
児
・
小
学
校
１
～
２
年
生
は
保
護

者
同
伴

�

布
絵
の
具
で
絵
や
模
様
を
描
き
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
り
ま
す
。
完

成
し
た
作
品
は
美
術
館
ロ
ビ
ー
に
展
示

し
、
来
館
者
投
票
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行

い
ま
す
。

〈
展
示
・
投
票
期
間
〉

　
５
月
７
日
㈬
～
31
日
㈯

〈
結
果
発
表
〉

　�

美
術
館
Ｈ
Ｐ
で
発
表
。
入
賞
者
に
は
直
接

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
賞
状
お
よ
び
副
賞

を
贈
呈
し
ま
す
。

各
日
10
名（
先
着
順
）

一
人
５
０
０
円（
Ｔ
シ
ャ
ツ
代
）　

�

電
話
　
　
　

市
立
美
術
館

村上 陽一  「nobility」
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会
員
募
集

網
走
市
立
美
術
館
友
の
会

　

　
網
走
市
立
美
術
館
友
の
会
で
は
、
会
員
展

や
鑑
賞
旅
行
に
行
き
、
美
術
を
通
し
て
会
員

同
士
や
市
民
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
美
術
に

触
れ
る
機
会
が
欲
し
い
方
、
友
の
会
で
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
常
設
展
が
無
料

に
な
る
な
ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

�

年
間
大
人
千
円
、
学
生（
高
校
・
大
学
・
各

種
学
校
生
）会
費
５
０
０
円（
随
時
受
付
）

会
費
を
添
え
て
美
術
館
窓
口
で
申
込

市
立
美
術
館

展
示
替
え
の
た
め
臨
時
休
館

４
月
８
日
㈫
～
11
日
㈮

今
月
の
休
館
日
（
美
術
館
）

７
日
㈪
～
11
日
㈮
、14
日
㈪
、21
日
㈪
、

28
日
㈪
、29
日（
火
・
祝
）

開
館
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画

モ
ヨ
ロ
貝
塚
で
土
器
づ
く
り
体
験

　
モ
ヨ
ロ
貝
塚
館
で
土
器
づ
く
り
体
験
を
開

催
し
ま
す
。
作
っ
た
土
器
は
後
日
野
焼
き
し

て
引
き
渡
し（
又
は
有
料
に
て
発
送
）と
な
り

ま
す
。

５
月
４
日（
日
・
祝
）開
館
時
間
内
随
時

（
最
終
受
付
▼
午
後
３
時
30
分
）

　
※
所
要
時
間
は
１
時
間
ほ
ど

場
モ
ヨ
ロ
貝
塚
館
地
下
１
階
会
場

�

通
常
の
入
館
料
に
て
土
器
づ
く
り
体
験
と

常
設
展
示
の
観
覧
が
で
き
ま
す
。（
体
験

の
み
不
可
）

先
着
30
名 

※
上
限
に
な
り
次
第
終
了

当
日
受
付
に
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画

網
走
の
植
物
で
つ
く
る
ミ
ニ
ブ
ー
ケ

　
身
近
な
植
物
で
小
さ
な
花
束
の
飾
り
を
つ

く
り
ま
す
。

５
月
５
日（
月
・
祝
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
開
催
時
間
中
自
由
に
参
加
可
）

場
郷
土
博
物
館

入
館
料 

大
人
１
２
０
円

◎
５
日
は
小
中
学
生
の
入
館
無
料
で
す
。

当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

月
を
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
写
す
会
１
　

�

５
月
６
日（
火
・
振
休
）午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分（
開
催
時
間
内
自
由
に
参
加
可
）

場
郷
土
博
物
館
前
庭
　

雨
天
・
曇
天
▼
館
内
で
の
学
習
会
に
変
更

�

電
話
・
メ
ー
ル（
郷
土
博
物
館
ま
で
）の

ほ
か
、
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

◎�

メ
ー
ル
お
申
込
み
の
方
は
行
事
名
・
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

m
oyoroshellm

ound@
gm

ail.com
 

会
員
募
集

網
走
市
立
郷
土
博
物
館
友
の
会
　

　
博
物
館
友
の
会
は
、
歴
史
、
自
然
、
天
文

な
ど
各
種
の
催
し
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会

員
の
方
は
、
博
物
館
・
モ
ヨ
ロ
貝
塚
館
の
入

館
無
料
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

�

年
間
会
費
大
人
千
円
、
小
中
学
生
６
０
０

円（
随
時
受
付
）

会
費
を
添
え
て
郷
土
博
物
館
ま
で
申
込

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
祝
日
特
別
開
館

郷
土
博
物
館
・
モ
ヨ
ロ
貝
塚
館

�

４
月
29
日（
火
・
祝
）、
５
月
３
日（
土
・
祝
）

～
６
日（
火
・
振
休
）

◎�

子
供
の
日（
５
月
５
日
）は
小
中
学
生
の

入
館
料
無
料

今
月
の
休
館
日（
郷
土
博
物
館・モ
ヨ
ロ
貝
塚
館
）

７
日
㈪
、14
日
㈪
、21
日
㈪
、28
日
㈪

開
館
時
間
　

４
月
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時

５
月
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時

お
さ
ん
ぽ
観
察
会

　
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
オ
オ
ワ
シ
・
オ
ジ
ロ
ワ

シ
や
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
・
オ
ナ
ガ
ガ
モ
・
ヒ

ド
リ
ガ
モ
と
い
っ
た
水
鳥
な
ど
を
観
察
し
ま

す
。４

月
13
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
30
分

※�

気
象
状
況
等
に
よ
り
中
止
ま
た
は
内
容
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
濤
沸
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

�

ど
な
た
で
も（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

持
ち
物
▼
汚
れ
て
も
良
い
服
装
と
靴（
ま
た

は
長
靴
）、
帽
子
・
手
袋
等（
防
寒
対
策
）、

あ
れ
ば
双
眼
鏡（
貸
出
あ
り
）

�

申
込
期
間 

４
月
12
日
㈯
迄

申
込
方
法 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に

て
参
加
す
る
方
の
お
名
前
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
市
町
村
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ZUSR–SK–SEIKATSU– M
IZUDORI@

city.abashiri.hokkaido.jp

今
月
の
休
館
日 （
濤
沸
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
）

７
日
㈪
、14
日
㈪
、21
日
㈪
、28
日
㈪

開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
5
時

企
画
展　
「
カ
ザ
フ
の
工
芸

～
伝
統
の
意
匠　
現
代
の
手
仕
事
」

　
モ
ン
ゴ
ル
国
西
部
・
バ
ヤ
ン
ウ
ル
ギ
ー
県

に
暮
ら
す
カ
ザ
フ
の
工
芸
に
つ
い
て
、
伝
統

的
な
装
飾
文
化
と
近
年
の
新
た
な
展
開
を
紹

介
し
ま
す
。



エコーだより「まちの元気」では市民のみなさまからのさまざまな情報を募集しています。
エコーだより広報掲載申込書は網走市公式サイトからダウンロードできます。
原稿締め切りは　5月号・3月31日（月）/6月号・4月30日（水）　社会教育課生涯学習係 （エコーセンター2000内）まで
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２
月
１
日
㈯
～
４
月
６
日
㈰

場
北
方
民
族
博
物
館
　
特
別
展
示
室

無
料

ロ
ビ
ー
展

「
ソ
連
・
ロ
シ
ア
と
東
欧
の
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
」

　
主
に
ソ
連
時
代
の
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
を
通

じ
、
当
時
の
社
会
・
文
化
・
デ
ザ
イ
ン
の
変

遷
を
紹
介
し
ま
す
。

４
月
26
日
㈯
～
５
月
18
日
㈰

場
北
方
民
族
博
物
館
ロ
ビ
ー

無
料

館
長
講
座

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
諸
民
族
の
交
流 

～
コ
リ
ヤ
ー
ク
と
ニ
ブ
フ
を
中
心
に
」

４
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
北
方
民
族
博
物
館
　
講
堂

一
般

20
名（
要
申
し
込
み
）

［
講
師
］呉く

れ

人び
と 

惠め
ぐ
み（
当
館
館
長
）

無
料

電
話（
北
方
民
族
博
物
館
ま
で
）

コ
ン
サ
ー
ト

「
モ
ン
ゴ
ル
＆
カ
ザ
フ
遊
牧
音
楽
の
宴
」

４
月
19
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
北
方
民
族
博
物
館 

講
堂

20
名（
要
申
し
込
み
）

無
料
　

［
出
演
］Ｌ
・
ク
グ
ル
シ
ン
氏

　（
カ
ザ
フ
民
族
楽
器
ド
ン
ブ
ラ
演
奏
家
）ほ
か

電
話（
北
方
民
族
博
物
館
ま
で
）

今
月
の
休
館
日 （
北
方
民
族
博
物
館
）

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
28
日
㈪

開
館
時
間
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

オ
ホ
ー
ツ
ク
数
学
・
物
理
愛
好
会

　
会
員
の
興
味
に
応
じ
て
、
本
や
ビ
デ
オ

を
使
っ
て
中
学
・
高
校
の
レ
ベ
ル
か
ら
最
先

端
の
内
容
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

日
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時（
月
１
回
予
定
）

※
活
動
日
は
会
員
と
相
談
し
て
決
定
。

場
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー

小
学
校
高
学
年
以
上

�

月
５
０
０
円
程
度（
会
議
室
代
、資
料
代
等
）

学
生
、
生
徒
は
無
料

浅
利
さ
ん
０
９
０
―
７
６
４
１
―
９
１
０
６

会
員
募
集

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球「
楽
遊
ク
ラ
ブ
」
　 

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
は
、
老
若
男
女
が
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
？
初
心
者
大
歓
迎
！

毎
週
月
曜
午
前
10
時
～
12
時

場
ソ
レ
イ
ユ
網
走 

体
育
館

年
会
費
５
０
０
円

※�

別
途
、
一
度
の
利
用
に
つ
き
入
館
料

が
必
要（
夏
▼
２
０
０
円 

冬
▼
３
０
０

円
） 

電
話

福
井
さ
ん
０
９
０
―
２
６
９
３
―
９
４
２
６

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
・
ヨ
ガ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

顔
ヨ
ガ
＆
椅
子
ヨ
ガ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
月
間

　
顔
ヨ
ガ
は
無
料
の
プ
チ
整
形
と
言
わ
れ

る
表
情
筋
を
鍛
え
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
顔
の

ヨ
ガ
で
す
。
椅
子
ヨ
ガ
で
体
の
コ
リ
を
解
消

し
ま
し
ょ
う
。

５
月
13
日
㈫
、
20
日
㈫

午
後
７
時
～
８
時
15
分
　
※
計
２
回

場
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
　
３
階
研
修
室

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

２
日
間
で
３
５
８
０
円
（
保
険
料
込
）

★
事
前
体
験
を
ご
希
望
の
方
は
、
４
月
の

活
動
日
に
１
回
無
料
で
承
り
ま
す
。
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
活
動
日
：
４
月
８
日
㈫
、

22
日
㈫

電
話
　
※
４
月
25
日
㈮
締
め
切
り

高
橋
さ
ん
０
１
５
７
―
６
１
―
０
９
５
７

団
員
募
集

網
走
は
ま
な
す
女
声
合
唱
団

　
団
員
20
名
、
毎
週
集
ま
っ
て
和
気
あ
い
あ

い
と
練
習
し
て
い
ま
す
。
合
唱
の
好
き
な

方
、
一
緒
に
う
た
い
ま
せ
ん
か
？

毎
週
火
曜
午
前
10
時
～
12
時

場
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階
音
楽
練
習
室

合
唱
の
好
き
な
女
性

月
３
千
円
（
入
会
金
な
し
）

事
務
局 
山
内
さ
ん

０
９
０
―
８
４
２
５
―
３
２
０
１

生
徒
募
集 

網
走
水
泳
ク
ラ
ブ

場
市
民
健
康
プ
ー
ル

河
邊
さ
ん
０
８
０
―
５
５
８
７
―
４
１
４
９

★�

体
験
を
ご
希
望
の
方
は
各
ク
ラ
ス
１
回

50
分
８
０
０
円
で
承
っ
て
お
り
ま
す
。

※�

入
会
の
際
は
指
定
帽
子
を
ご
購
入
い
た

だ
き
ま
す
。

●
初
め
て
の
プ
ー
ル

火
、
金
曜
▼
午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分 

土
曜
▼
午
後
４
時
～
４
時
50
分

３
～
８
歳 

�

水
慣
れ
、
顔
付
け
・
バ
タ
足
キ
ッ
ク 

１
回
６
０
０
円
（
保
険
料
等
別
途
必
要
）

●
初
級
ク
ラ
ス 

�

火
、
水
、
木
、
金
曜
▼
午
後
３
時
～
４
時

土
曜
▼
午
後
５
時
～
６
時

潜
れ
る
子
ど
も

�

浮
く
、
背
浮
き
、
ビ
ー
ト
版
キ
ッ
ク

１
回
８
０
０
円
（
保
険
料
等
別
途
必
要
）

●
中
級
ク
ラ
ス

�

火
、
水
、
木
、
金
曜
▼
午
後
３
時
～
４
時

20
分 

土
曜
▼
午
後
４
時
～
５
時
20
分 

ふ
し
浮
き
、
背
浮
き
が
で
き
る
子
ど
も

�

ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
25
ｍ
以
上
完
泳
、

泳
力
検
定
受
験

１
回
千
円
（
保
険
料
等
別
途
必
要
）

●
上
級
ク
ラ
ス

火
、
水
、
金
曜
▼
午
後
４
時
～
５
時
30
分 

　
木
曜
▼
午
後
６
時
～
７
時
30
分 

　
土
曜
▼
午
後
５
時
～
６
時
30
分 

�

ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
50
ｍ
以
上
完
泳
者

�

四
泳
法
の
習
得
、
泳
力
検
定
受
験

１
回
千
円
（
保
険
料
等
別
途
必
要
）



４月の休日当番病院　受診の際には事前にご連絡ください

４月の相談日
弁護士法律相談　～法的な解決手段を要する困りごとなど～
　①相談日： 8日（火）→　予約受付日： １日（火）、 ２日（水）
　②相談日：22日（火）→　予約受付日：15日（火）、16日（水）
　相談時間：午前９時30分～11時（30分/人）※定員になり次第締め切り
　※要予約（電話のみ）午前８時45分～午後５時30分　市民活動推進係 ℡67-5390
人　権　相　談　～いじめや差別・いやがらせ・DVなどの人権問題～
　９日（水） 午後１時～３時 １階市民相談室　社会福祉課庶務係 ℡67-5423
行　政　相　談　～生活の困りごとや役所の手続きでわからないこと・苦情・意見など～
　11日（金）、25日（金） 午前10時～正午 １階市民相談室 市民活動推進係 ℡67-5390
健　康　相　談　～健康管理・栄養管理のことなど～
　月～金曜日　午前９時～午後４時　保健センター ℡43-8450
年　金　相　談　～国民年金のことなど～
　４月は行いません（次回は 5月 20日（火）開催予定）開催日の１ヵ月前より予約を受付します。
　※予約受付・問い合わせ／℡0157-25-8703（北見年金事務所）
女　性　相　談　～女性が抱える悩みごとなど～
　月～木曜日　午前９時～午後５時　子育て支援課こども家庭係 ℡67-5426
ひとり親 相 談　～ひとり親家庭の生活・就労・母子貸付金など～
　月・火・木・金曜日（水曜日以外）午前 9時～午後 4時　子育て支援課こども家庭係 ℡67-5426
公害苦情相談　～異臭・騒音などの公害への苦情～
　月～金曜日　午前９時～午後５時　生活環境課環境対策係 ℡67-5418
労　働　相　談　～労働条件・職場環境のことなど～
　月～金曜日　午前９時～午後５時　商工労働課商工労働係 ℡67-5513
消費生活相談　～悪質訪問販売・クーリングオフのことなど～
　月～金曜日　午前10時～午後４時　消費者相談室 ℡44-7076
生活困窮、成年後見人制度などの相談（生活サポートセンター・らいと）
　月～金曜日　午前９時～午後５時　網走市社会福祉協議会　℡67-7095 または 67-6555
家庭児童･教育相談　～いじめや不登校など、家庭・子どもに関する悩みごと～
　月～金曜日　午前９時～午後５時　家庭児童･教育相談室　℡0120-78-3387
こころの健康相談　～不眠・アルコールなどの依存問題・うつ病・統合失調症・高次脳機能障害など～
思 春 期 相 談　～心や身体の悩み・不登校・ひきこもり・摂食障害・家庭内暴力など～
精神科医による相談（月１回、要予約）
保健師による相談（随時）月～金　午前９時～午後５時　網走保健所 ℡41-0697
ギャンブル依存の相談（ギャンブル依存自助グループ・ＧＡオホーツク北見）
　毎週木曜日　午後７時30分～午後８時30分
　随時相談　　午後８時～午後10時　℡090-6444-2456
交通事故巡回相談　～交通事故での困りごとなど～
　17日(木)　午前９時～正午（巡回相談）オホーツク総合振興局交通事故相談所
　※要予約（相談日の５開庁日前の正午まで）予約なしの場合、中止となります。
　予約受付・問い合わせ　オホーツク総合振興局保健環境部環境生活課 ℡41-0627
貸金業苦情相談専用フリーダイヤル　～貸金業に関する苦情申し立てまたは相談～
　毎週月曜日、金曜日　午前10時～正午、午後1時～午後4時
　フリーダイヤル　0120-1-78372　※その他の時間帯も道庁環境生活部消費者安全課
　（℡011-231-4111内線24-527）で相談受け付け（通話料かかります）
若者の働くことや進路の悩み　（オホーツク若者サポートステーション網走出張所相談窓口）
　毎週木曜日　午前10時～午後４時　勤労者総合福祉センター（桂町２丁目１番３号）
　問い合わせ　0157-57-3136（オホーツク若者サポートステーション）
創業相談窓口　～網走商工会議所、日本政策金融公庫北見支店による創業相談～
　第３火曜日　午後１時～午後５時　網走商工会議所　※要予約　℡43-3031
事業承継相談窓口　～網走商工会議所、北海道よろず支援拠点による事業承継相談～
　第３木曜日　午前10時～午後５時　網走商工会議所　※要予約　℡43-3031

日

６

13

20

27

29

網走市休日内科急病センター
（網走厚生病院内）北６西１ ☎61－３０９９ 
網走市休日内科急病センター

（網走厚生病院内）北６西１ ☎61－３０９９ 
網走市休日内科急病センター

（網走厚生病院内）北６西１ ☎61－３０９９ 
網走市休日内科急病センター

（網走厚生病院内）北６西１ ☎61－３０９９ 
網　走　中　央　病　院
南６東１　☎４４－８６１１

網　走　厚　生　病　院
北６西１　☎４３－３１５７
網　走　記　念　病　院
潮見153　☎６１－０１０１
網　走　厚　生　病　院
北６西１　☎４３－３１５７
網　走　厚　生　病　院
北６西１　☎４３－３１５７
網　走　厚　生　病　院
北６西１　☎４３－３１５７

内　　　　　  科 外　　　　　  科
広報 あばしり
令和７年４月号　No. 788
発行／網走市
編集／企画調整課広報広聴係
〒093－8555
網走市南５条東１丁目10番地
☎ 0152－44－6111
　 0152－43－5404
Ｅメール
ABA-SITYOU@city.abashiri.hokkaido.jp
網走市公式サイトアドレス
https://www.city.abashiri.
hokkaido.jp/
この広報紙は再生紙を使用しています。

人のうごき人のうごき

網走市交通事故状況
　令和７年３月９日現在
累積件数（網走警察署提供）
■発生件数
　（前年比
■死　　者
　（前年比
■傷　　者
　（前年比

4　件　
－　4　件）
0　人　

－　2　人）
5　人　

－　4　人）

人口　32,048人  （－85）
　男　15,680人  （－51）
　女　16,368人  （－34）
世帯　17,808世帯（－40）
令和７年２月末現在（前月比）

人のうごき人のうごき

※救急のための診療ですので、一般の外来診療を受ける方はご遠慮ください。
　また、内科の診察時間は午前９時から午後５時までです。

マイナンバーカード
夜間・休日窓口開設中！
（４・５月の開設日）
　４月12日（土）、４月24日（木）、
　５月10日（土）、５月22日（木）
平日 午後５時30分～午後７時、土曜 午前10時～正午
※紛失・破損などによる再交付は有料です。平日
　の開庁時間内にお手続きください。
　　　　  問／戸籍保険課 市民係  ℡67-5412 

網走市民限定サービスのため、
ホームページ上にはフリーダイ
ヤル番号の掲載はしておりませ
ん。毎月の「広報あばしり」裏
表紙をご覧ください。
　　　 問い合わせ：保健センター
　　　　　　　　 （☎43-8450）

あばしり健康
ダイヤル24


